


今月の表紙

道の駅再整備事業
令和８年度当初予算編成方針
安芸太田町の病院事業

4～ 5
6

8～10

◀︎秋の吉水園一般公
　開（11月16日）に
　撮影しました。
　例年よりもみじが
　赤く色づき、きれ
　いでした。

主な内容

◦男　性／2,456人
◦女　性／2,788人
◦合　計／5,244人
◦世　帯／2,937世帯
最新の人口情報はこちらをご覧ください。扌

人口情報（令和７年10月末時点）

当　番　医

７日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
14日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
21日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
28日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
29日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
30日㈫　安芸太田病院（救急サブセンター）
31日㈬　安芸太田病院（救急サブセンター）

１日㈭　安芸太田病院（救急サブセンター）
２日㈮　安芸太田病院（救急サブセンター）
３日㈯　安芸太田病院（救急サブセンター）
４日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
11日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
12日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
18日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
25日㈰　落合整形外科内科（整形外科）

12月

令和８年１月
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◆と　き／12月13日㈯
　　　　　13時～16時10分
◆ところ／戸河内ふれあいセンター
●開会式／13時～
●人権標語表彰式
●映画上映／13時15分～15時
　 「ケアニン ～あなたでよかった～」

●講演会／15時10分～16時
　演　題／映画「ケアニン」 から考える
　講　師／松

まつ

谷
たに

　恵
けい

子
こ

さん
　認定社会福祉士（児童・家庭分野）、介護支援専門員

●体験・展示・販売／12時30分～16時30分
　◦ボッチャ体験会（パラリンピック種目）
　◦町内介護・福祉事業所などの作品展示
　◦福祉用具の体験コーナー
　◦軽食・物販コーナー

人権フェスタ開催の　
お知らせ

今月の行事

●問い合わせ先／教育課　☎22−1212
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協
議
を
重
ね
て
き
た
道
の
駅
再
整
備

事
業
で
す
が
、
こ
の
た
び
よ
う
や
く
施

設
の
最
終
的
な
概
要
が
ま
と
ま
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
（
内
容
は
４
〜
５
ペ
ー
ジ

参
照
）。

　

昨
年
９
月
に
実
施
主
体
と
な
る
Ｓ
Ｐ

Ｃ
事
業
者
（
特
別
目
的
会
社
）
と
契
約

を
結
ん
で
以
降
、
町
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ

広
島
市
な
ど
の
既
存
事
業
者
と
の
調
整

を
進
め
る
と
同
時
に
、
議
会
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
要
望
な
ど
も
計
画
に
反
映
で

き
る
よ
う
Ｓ
Ｐ
Ｃ
事
業
者
と
の
調
整
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
前
向
き

な
調
整
も
、
折
か
ら
始
ま
っ
た
資
材
や

人
件
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
逆
に
予
算

内
に
ど
う
事
業
費
を
抑
え
る
か
と
い
う

調
整
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
資
材
や
人
件
費
の
高
騰
は
全
国

的
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

国
内
の
有
名
事
業
も
縮
小
や
中
止
に
追

い
込
ま
れ
る
事
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
事
業
は
本
町
の
産
業
振

興
や
観
光
振
興
の
起
爆
剤
で
あ
り
、
過

疎
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
必
須
事

業
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
何
と
し
て
も
前
に
進
め

な
け
れ
ば
と
の
思
い
で
、
関
係
者
間
で

調
整
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
、

道
の
駅
の
配
置
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、

よ
う
や
く
概
要
が
ま
と
ま
っ
た
次
第
で

す
。

　

広
報
７
月
号
で
ご
紹
介
し
た
道
の
駅

配
置
計
画
と
比
べ
る
と
、
町
道
門
田
線

の
埋
め
立
て
を
一
部
断
念
し
つ
つ
も
、

残
っ
た
道
路
部
分
の
一
部
は
遊
具
と
し

て
利
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
広
場

は
縮
小
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
の
遊

具
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
国
道
側
に
移

設
し
、
国
道
を
通
る
観
光
客
に
子
ど
も

達
が
遊
ぶ
様
子
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
賑

わ
い
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
形
に
し
て
い

ま
す
。

　

新
駅
舎
も
、
面
積
を
若
干
縮
小
し
ま

し
た
が
、
施
設
内
に
は
最
大
５
店
舗
の

飲
食
店
が
入
る
フ
ロ
ア
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ａ
広
島
市
の
金
融
窓
口
も

入
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

売
店
も
十
分
な
敷
地
面
積
を
確
保
す
る

こ
と
で
売
り
上
げ
を
現
状
の
３
倍
に
す

る
目
標
を
維
持
し
、
生
鮮
食
品
な
ど
を

ご
用
意
す
る
こ
と
で
、
周
辺
住
民
の
買

い
物
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
道
の
駅
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

言
え
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
再

整
備
後
は
６
店
舗
に
増
設
す
る
予
定
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
は
12
月
冒
頭
に
改
め

て
地
域
説
明
会
を
予
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
む
し
ろ
中
身

の
問
題
、
ソ
フ
ト
面
の
準
備
を
加
速
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
出
店
中
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
出
店
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
新
規
の
出
店

事
業
者
も
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
売
上
３
倍
の
目
標
達
成
に
向

け
て
、
産
直
市
の
農
産
物
の
確
保
や
販

売
商
品
の
充
実
な
ど
も
引
き
続
き
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
の
効
果
的

な
活
用
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
９
年
度
中
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
、
時
間
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
引
き
続
き
全
力
で
準
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

道の駅再整備事業

vol.59

橋本　博明
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道の駅再整備事業

道
の
駅

再
整
備
事
業
施
設
計
画

　

５
月
に
開
催
し
た
事
業
説
明
会
（
広
報
７
月

号
掲
載
）
の
後
、
資
材
・
人
件
費
高
騰
の
影
響

も
踏
ま
え
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
特
別
目
的
会
社
）
と

整
備
内
容
の
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
集
客
に
影
響
の
な
い

範
囲
で
、
施
設
配
置
の
合
理
化
や
規
模
縮
小
を

図
る
一
方
で
、魅
力
あ
る
道
の
駅
と
な
る
よ
う
、

町
道
門
田
線
も
含
め
た
遊
具
施
設
の
整
備
や
、

駅
舎
軒
下
に
簡
易
な
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
を
設

置
す
る
な
ど
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の
工

夫
を
盛
り
込
み
、
最
終
的
な
概
要
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
目　
　

標
／
年
間
来
場
者
数
１
０
０
万
人

　
　
　
　
　
　

年
間
売
上
６
億
円

②
規　
　

模

　

◦
敷
地
面
積　

約
２
万
７
，
９
０
０
㎡

　

◦
床
面
積　

約
１
，
９
７
０
㎡

　
　
　
　
　
　

➡
約
１
，
８
５
７
㎡

　
　
　
　
　
　
　

（
１
１
３
㎡
減
）

　

◦
構　
　

造　

鉄
骨
造
１
階

③
導
入
機
能
／
下
表
の
と
お
り

変
更
後
の
施
設
計
画

導
入
機
能

５
月
説
明
時
（
広
報
７
月
号
掲
載
）

変
更
点

①
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

　

ィ
機
能

◦
遊
具
の
新
設

◦
遊
具
の
新
設
に
加
え
、
町
道
門
田
線
の
一
部

　

を
埋
め
立
て
て
、
子
ど
も
が
立
体
的
に
回
遊

　

で
き
る
遊
び
場
を
設
置

◦
集
客
イ
ベ
ン
ト
用
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
と
大
屋

　

根
を
設
置

◦
屋
外
ス
テ
ー
ジ
と
大
屋
根
の
常
設
を
取
り
止

　

め
◦
駅
舎
の
軒
下
に
簡
易
な
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

　

を
常
設

②
休
憩
機
能

◦
駐
車
場
整
備

　

乗
用
車
２
６
４
台
、
大
型
車
５
台
ほ
か

◦
既
存
の
駐
車
場
を
存
置
・
活
用
し
、
三
國
屋

　

横
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
併
せ
て
整
備

　

乗
用
車
２
１
１
台（
53
台
減
）、
大
型
車
５
台

　

ほ
か

◦
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
（
シ
ャ
ワ
ー
、
ラ
ン
ド
リ
ー
）　

　

新
設

◦
取
り
止
め

◦
旧
Ｊ
Ｒ
線
路
跡
地
を
現
状
の
ま
ま
オ
ー
ト
キ

　

ャ
ン
プ
場
と
し
て
活
用

◦
ト
イ
レ
新
設
（
男
小
９
、
男
大
６
、
女
31
、

　

共
用
１
、
多
目
的
１
、
キ
ッ
ズ
１
）

◦
規
模
縮
小
（
男
小
８
、
男
大
５
、
女
27
、
共

　

用
１
、
多
目
的
１
、
キ
ッ
ズ
１
）

③
飲
食
機
能

◦
フ
ー
ド
コ
ー
ト
新
設
（
４
店
舗
程
度
）

◦
フ
ー
ド
コ
ー
ト
拡
充
（
５
店
舗
程
度
）

◦
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
屋
外
シ
ョ
ッ
プ

　

６
棟
新
設

◦
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
屋
外
シ
ョ
ッ
プ

　

２
棟
を
新
設
、
既
存
４
棟
は
そ
の
ま
ま
活
用

◦
移
動
販
売

◦
変
更
な
し

④
物
販
機
能

◦
６
次
産
業
化
商
品
販
売

◦
農
産
物
販
売

◦
変
更
な
し

⑤
情
報
発
信
機
能

◦
情
報
案
内
窓
口
・
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

◦
変
更
な
し

⑥
そ
の
他

◦
テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
新
設

◦
テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
取
り
止
め

◦
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス

◦
金
融
窓
口
（
Ｊ
Ａ
）、
事
務
所
ほ
か

◦
バ
ス
停
留
所
（
路
線
／
高
速
／
観
光
バ
ス
）

◦
変
更
な
し
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※
本
内
容
は
今
後
の
実
施
設
計
で
一
部
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

道
の

駅
再

整
備

事
業

　
施

設
イ

メ
ー

ジ
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町
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
戦
略

的
か
つ
重
点
的
な
施
策
の
展
開

　

令
和
８
年
度
は
町
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
完
成
後
、
初
め
て
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
。

　

町
の
将
来
像
で
あ
る
「
太
田
川
と
と
も
に
、
暮
ら
し
、
学
び
、
未
来
に
向
け
て

一
人
一
人
が
活
躍
す
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
次
の
重
点
的
視
点
に
主
眼
を
置
き
、

予
算
編
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

総
合
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
３
つ
の
重

点
方
針
の
実
現
に
む
け
て
所
管
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
重
点
配
分
を

行
う
こ
と
と
す
る
が
当
該
計
画
と
の
整

合
性
を
十
分
に
検
証
し
、
計
画
的
か
つ

実
効
性
の
高
い
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
７
つ
の
視
点
に
合
わ
せ
て
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
念
頭
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
お
い
て

一
般
財
源
か
ら
の
償
還
と
な
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
可
能
な
限
り
発
行
額
を
抑
制

す
る
こ
と
を
念
頭
に
対
象
事
業
の
選
択

と
集
中
を
踏
ま
え
、
発
行
額
は
元
金
償

還
額
以
下
を
基
調
に
交
付
税
措
置
が
高

い
も
の
を
優
先
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

補
助
金
お
よ
び
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

公
益
性
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
対
象
団

体
の
事
業
内
容
、
経
費
区
分
が
適
正
で

あ
る
か
、
負
担
割
合
が
妥
当
で
あ
る
か
、

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
か
ら
当
初
の
目

的
と
変
わ
っ
て
い
な
い
か
な
ど
全
て
の

事
業
に
お
い
て
点
検
評
価
し
、
見
直
し

を
図
る
こ
と
。

　

特
に
団
体
な
ど
へ
補
助
に
つ
い
て
は
、

繰
越
金
が
あ
る
場
合
や
執
行
率
の
低
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
十
分
精
査
の
上
、

減
額
な
ど
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

個
別
施
設
計
画
に
よ
り
総
量
の
最
適
化

を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
投
資

の
厳
選
を
図
り
、
公
共
施
設
の
適
正
な

運
営
を
推
進
す
る
こ
と
。

◦
住
環
境
整
備
に
よ
る
暮
ら
し
や
す
さ

　

の
向
上

◦
新
生
「
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
」
を

　

核
と
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◦
あ
ん
し
ん
・
子
育
て
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
あ
き

　

お
お
た
の
実
現

◦
生
活
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
づ
く
り
に

　

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

◦
太
田
川
の
自
然
と
調
和
し
た
快
適
な

　

環
境
づ
く
り

◦
も
り
か
の
活
用
推
進

◦
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と
持
続
可

　

能
性
の
確
保

◦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
「
学
び
」
の
充
実

令和令和88年度当初予算編成方針年度当初予算編成方針
【
重
点
的
視
点
】

①
人
口
減
少
の
抑
制

　

（
社
会
増
を
め
ざ
す
）

後
年
度
財
政
負
担
の
軽
減

公
共
施
設
な
ど
総
合
管
理
計
画
の

推
進

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
効
果
的
な

政
策
形
成
と
事
業
の
構
築
・
推
進

事
業
の
選
択
と
集
中
、
新
規
事
業

の
提
案
・
事
業
見
直
し

補
助
金
お
よ
び
交
付
金
の
適
正
化

　

各
課
が
所
管
す
る
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、
安
芸
太
田
町
公
共
施
設
な
ど
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
く
現
在
整
理
中
の

　

限
ら
れ
た
財
源
人
材
の
中
で
よ
り
効

果
的
か
つ
効
率
的
に
施
策
を
実
現
す
る

た
め
、
客
観
的
な
指
標
や
証
拠
、
成
果

や
費
用
対
効
果
の
検
証
に
基
づ
き
、
前

例
踏
襲
型
の
固
定
観
念
か
ら
脱
却
し
、

全
事
業
に
つ
い
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
お
よ
び

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
視

点
で
見
直
す
と
と
も
に
、
業
務
改
善
の

意
識
を
持
っ
て
一
層
の
業
務
の
効
率
化

を
徹
底
す
る
こ
と
。

　

限
ら
れ
た
財
源
と
人
材
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」

の
視
点
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な

る
た
め
、
各
事
業
展
開
に
お
い
て
は
、

「
財
源
性
・
実
現
性
・
発
展
性
・
合
理

性
・
持
続
性
・
公
平
性
・
効
率
性
」
な

ど
を
踏
ま
え
て
事
業
化
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
や
事
業
拡
充
す
る

場
合
は
、
既
存
事
業
の
廃
止
や
休
止
、

見
直
し
を
前
提
と
し
後
年
度
負
担
分
に

つ
い
て
も
財
源
の
捻
出
策
を
明
確
に
す

る
こ
と
。

②
人
づ
く
り
の
推
進

③
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

　

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進

環
境
変
化
に
も
対
応
で
き
る
行
財

政
運
営
の
推
進

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、
物
価
高

騰
な
ど
社
会
経
済
情
勢
変
化
や
住
民
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
そ

の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
価
格

転
嫁
や
民
間
活
力
の
導
入
、
業
務
の
簡

素
化
・
効
率
化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積

極
的
に
活
用
す
る
な
ど
職
員
体
制
・
業

務
量
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
。

◦
新
・
教
育
大
綱
の
具
体
化
と
「
森
の

　

よ
う
ち
え
ん
」
構
想
の
推
進

1

23

45

67

◦
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
担
い

　

手
育
成

◦
広
島
県
立
加
計
高
等
学
校
の
支
援

◦
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
た
め
の

　

健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進
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※
町
公
式
サ
イ
ト
に
行
財
政
審
議
会
の

　

議
事
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
施
設
の
状
況

　

（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

◦
施
設
数　

１
３
７
施
設

◦
延
床
面
積　

10
万
２
，
５
３
０
㎡

◦
目
標
面
積　

８
２
，
０
６
５
㎡

　

（
削
減
率
30
％
）

◎
見
直
し
の
視
点

　

審
議
会
で
は
、
対
象
と
す
る
個
別
施

設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
基
準
と
し
て
、

見
直
し
に
お
け
る
視
点
を
次
の
と
お
り

設
定
し
ま
し
た
。

①
施
設
の
必
要
性

　

人
口
減
少
や
社
会
情
勢
の
変
化
と
と

も
に
稼
働
状
況
が
低
迷
し
、
そ
の
存
在

意
義
や
必
要
性
が
低
下
し
た
施
設
に
つ

い
て
は
、
廃
止
を
視
野
に
入
れ
た
検
討

を
進
め
ま
す
。

②
施
設
の
老
朽
化

　

残
存
耐
用
年
数
や
施
設
の
劣
化
度
、

安
全
性
、
耐
震
性
、
今
後
の
大
規
模
改

修
の
見
通
し
な
ど
も
勘
案
し
た
上
で
、

費
用
対
効
果
の
視
点
か
ら
施
設
の
方
向

性
を
検
討
し
ま
す
。

③
施
設
の
集
約
化

　

将
来
を
見
据
え
た
利
用
の
可
能
性
を

考
慮
し
、
施
設
の
集
約
化
な
ど
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
類
似
施
設
の
総
量
の

適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
で

持
続
可
能
な
施
設
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

④
地
元
へ
の
譲
渡

　

設
置
当
初
は
、
公
の
施
設
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
た
施
設
で
あ
っ
て
も
、

実
態
と
し
て
日
常
的
な
利
用
者
が
地
域

住
民
に
限
定
さ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

地
元
へ
の
譲
渡
を
基
本
と
し
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

⑤
民
間
活
用
の
可
能
性

　

適
正
管
理
の
観
点
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
が
民
間
と
競
合
し
て
い
る
施
設
や

民
間
に
よ
る
利
活
用
の
可
能
性
が
見
込

ま
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

民
間
へ
の
売
却
や
貸
付
を
検
討
し
ま
す
。

　

町
の
人
口
減
少
に
併
せ
た
建
物
財
産
の
縮
減
を
目
標
に
、
平
成
28
年
度
よ
り

「
公
共
施
設
総
延
床
面
積
の
30
％
以
上
削
減
」
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　

取
組
開
始
か
ら
10
年
目
と
な
る
本
年
は
、
現
在
保
有
す
る
施
設
を
再
確
認
し
、

利
用
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
17
年
度
ま
で
の
10
年
間
で

削
減
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
行
財
政
審
議
会
の
中
で
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●問い合わせ先／総務課　管財係　☎28−2113

公
共
施
設
な
ど
個
別
施
設
計
画
の
見
直
し

公
共
施
設
な
ど
個
別
施
設
計
画
の
見
直
し

　

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

●
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

　

相
当
雨
漏
り
を
し
て
い
る
状
態
。
必
要

　

施
設
と
し
て
判
断
し
た
場
合
は
、
大
規

　

模
修
繕
を
行
う
判
断
を
早
め
に
で
き
る

　

よ
う
お
願
い
す
る
。

【
社
会
教
育
施
設
】

●
図
書
館
は
文
化
や
町
の
拠
点
、
３
か
所

　

継
続
を
要
望
。
筒
賀
分
室
を
筒
賀
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
多
機
能
化
し
て
は

　

ど
う
か
。

●
民
具
は
寄
付
を
受
け
る
際
に
処
分
権
を

　

町
に
委
ね
て
も
ら
う
よ
う
承
諾
済
み
。

　

郷
土
史
研
究
会
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら

　

っ
て
整
理
し
て
は
ど
う
か
。

【
ス
ポ
ー
ツ
施
設
】

●
加
計
体
育
館
は
、
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　

化
を
含
め
存
続
を
希
望
す
る
。

●
戸
河
内
プ
ー
ル
は
、
町
有
地
な
ど
へ
の

　

移
転
、
小
規
模
化
も
視
野
に
入
れ
て
検

　

討
・
決
断
し
て
ほ
し
い
。

●
「
廃
止
」
を
検
討
す
る
プ
ー
ル
は
消
防

　

水
利
の
機
能
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、
地

　

元
住
民
と
協
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
施
設
】

●
指
定
管
理
施
設
全
般
に
つ
い
て
、
費
用

　

の
内
容
を
精
査
し
、
指
定
管
理
委
託
料

　

の
適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

【
集
会
施
設
】

●
維
持
管
理
や
改
修
は
地
元
に
と
っ
て
大

　

き
な
負
担
だ
が
、
一
致
団
結
し
て
取
り

　

組
む
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
自
治
会
力
の
向

　

上
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。
自
治
会
に

　

よ
っ
て
状
況
は
違
う
が
、
地
域
力
を
高

　

め
る
と
い
う
視
点
で
議
論
し
て
い
た
だ

　

き
た
い
。

●
地
元
譲
渡
す
る
場
合
は
、
条
件
設
定
の

　

検
討
お
よ
び
地
元
と
の
十
分
な
調
整
が

　

必
要
。

●
筒
賀
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
図
書
館
機
能

　

や
公
衆
ト
イ
レ
機
能
も
あ
る
。
集
会
所

　

の
分
類
で
方
向
性
を
出
す
の
は
難
し
い
。

【
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
】

●
民
間
活
用
を
図
る
た
め
に
売
却
も
有
効

　

で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
用
途
指
定
な
ど
、

　

要
件
設
定
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
行
政
施
設
】

●
加
計
支
所
西
館
は
老
朽
化
が
顕
著
で
あ

　

り
、
解
体
を
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し

　

て
、
「
廃
止
」
の
方
向
性
を
明
確
に
す

　

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
保
健
・
福
祉
施
設
】

●
筒
賀
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
現
有
施
設
を

　

改
修
す
る
な
ど
し
て
利
活
用
す
る
べ
き
。

【
文
化
施
設
】

●
旧
３
町
村
に
３
施
設
揃
え
る
時
代
で
は

　

な
い
。
将
来
を
検
討
す
る
う
え
で
集
約

主
な
意
見
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11
月
３
日
に
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

11
月
８
日
に
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
加

計
会
場
25
人
、
戸
河
内
会
場
58
人
、
合
計
83
人
に

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
総
務
省　

経
営
・
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
安
芸
太
田
町
病
院
事

業
あ
り
方
検
討
委
員
会
委
員
長
の
一い
ち
の
へ戸
和か
ず
し
げ成
先
生

か
ら
「
公
立
病
院
を
取
り
巻
く
状
況
」
に
つ
い
て
、

広
島
大
学
病
院　

総
合
内
科
・
総
合
診
療
科
教
授

　

伊い

藤と
う

公ま
さ

訓の
り

先
生
か
ら
「
広
島
県
に
お
け
る
総
合

診
療
医
育
成
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
あ
り
方

検
討
委
員
会
で
の
こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
を
ま
と

め
た
中
間
報
告
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

安
芸
太
田
町
病
院
事
業
あ
り

方
検
討
委
員
会
の
住
民
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【説明会参加者アンケート結果】

設問１
回答者の年齢構成

設問２　基調講演
公立病院を取り巻く状況

設問３　基調講演
広島県にける総合診療医

育成の現状と課題

設問４
病床数の適正規模への削減

設問５
診療科目の見直し

設問６
土曜日診療の維持・廃止

設問７
救急受入れ体制の維持

設問８
西棟（入院棟）のあり方

設問９
医療収益改善に向けた取組

設問10
戸河内診療所の方向性

設問11
総合診療

設問12
在宅医療、医療と介護の連携

40代40代
７％７％

50代50代
16％16％

60代60代
28％28％

70代70代
35％35％

80代80代
14％14％

理解できた理解できた
73％73％

理解できた理解できた
78％78％

理解できた理解できた
73％73％

理解できた理解できた
82％82％

理解できた理解できた
58％58％

理解できた理解できた
68％68％

理解できた理解できた
75％75％

理解できた理解できた
57％57％

理解できた理解できた
43％43％

理解できた理解できた
81％81％

理解できた理解できた
66％66％

どちらともどちらとも
いえないいえない
23％23％

どちらともどちらとも
いえないいえない
17％17％

どちらともどちらとも
いえないいえない
25％25％

どちらともどちらとも
いえないいえない
10％10％ どちらともどちらとも

いえないいえない
32％32％

どちらともどちらとも
いえないいえない
31％31％

どちらともどちらとも
いえないいえない
19％19％

どちらともどちらとも
いえないいえない
35％35％どちらともどちらとも

いえないいえない
29％29％

どちらともどちらとも
いえないいえない
19％19％どちらともどちらとも

いえないいえない
32％32％

理解できなかった理解できなかった
４％４％

理解できなかった理解できなかった
５％５％

理解できなかった理解できなかった
２％２％

理解できなかった理解できなかった
８％８％

理解できなかった理解できなかった
10％10％

理解できなかった理解できなかった
１％１％

理解できなかった理解できなかった
６％６％

理解できなかった理解できなかった
８％８％

理解できなかった理解できなかった
28％28％

理解できなかった理解できなかった
２％２％
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救
急
医
療
の
廃
止
に
は
、
赤
字

　
　

部
門
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　

公
立
病
院
と
し
て
、
救
急
医
療
は
地

域
に
必
要
な
部
門
で
あ
り
、
救
急
部
門

を
廃
止
す
る
こ
と
に
対
し
て
懸
念
を
抱

い
て
い
る
。
救
急
部
門
を
廃
止
す
る
と

繰
出
金
も
減
少
す
る
の
か
。

　
　
　

検
討
委
員
会
と
し
て
は
、
救
急

　
　

医
療
は
当
面
維
持
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
な

ど
の
問
題
に
よ
り
、
維
持
で
き
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
救
急
部
門

を
廃
止
す
れ
ば
、
国
か
ら
の
交
付
税
も

減
少
す
る
こ
と
で
、
町
か
ら
の
繰
出
金

も
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

医
療
収
益
改
善
に
向
け
た
取
組

　
　

に
つ
い
て
、
人
件
費
を
含
め
た
さ

ら
な
る
費
用
の
削
減
と
あ
る
が
、
人
件

費
の
削
減
は
賃
金
の
安
い
職
種
に
代
替

し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
ス
タ
ッ
フ

の
給
与
を
下
げ
て
い
く
の
か
。

　
　
　

職
員
の
給
料
を
カ
ッ
ト
す
る
こ

　
　

と
な
ど
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な

く
、
人
員
が
足
り
て
い
な
い
業
務
に
職

種
を
配
置
転
換
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
人
員
確
保
に
つ
い
て
は
安
芸

太
田
町
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
問
題
の

た
め
、
人
事
交
流
な
ど
を
通
じ
て
解
決

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　

安
芸
太
田
町
の
在
宅
医
療
に
つ

　
　

い
て
、
在
宅
医
療
を
積
極
的
に
進

め
る
の
で
は
な
く
、
在
宅
医
療
を
求
め

る
人
に
対
し
て
提
供
す
る
体
制
を
構
築

す
る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

　
　
　

在
宅
医
療
は
、
通
院
で
き
な
い

　
　

が
医
療
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者

に
対
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

積
極
的
に
進
め
る
と
い
う
よ
り
も
、

在
宅
医
療
に
必
要
な
医
師
の
コ
ス
ト
な

ど
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　

平
成
26
年
に
竣
工
し
た
病
院
建

　
　

替
え
の
議
論
で
の
継
続
性
評
価
に

お
い
て
、
地
域
ニ
ー
ズ
な
ど
を
も
と
に

現
在
の
規
模
を
維
持
す
る
べ
き
と
の
話

が
あ
っ
た
が
、
元
々
経
営
は
難
し
い
状

況
で
、
予
測
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
現
実

に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　

経
営
赤
字
に
対
し
て
、
あ
り
方
検
討

と
い
う
大
義
を
も
っ
て
、
診
療
所
の
廃

止
を
含
め
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
カ
ッ
ト

す
る
こ
と
は
、
行
政
責
任
の
放
棄
で
あ

り
、
町
民
に
転
嫁
す
る
行
為
で
は
な
い

か
。

設問 検討テーマ 2040年を見据えた病院事業のあり方　中間報告概要
設問４ 病床数の適正規模への削減 病床数を３割程度削減
設問５ 診療科目の見直し 患者数が極めて少ない診療科は見直し
設問６ 土曜日診療の維持・廃止 急病の患者のみ対応する「休日体制」に移行
設問７ 救急受入れ体制の維持 当面は現行の救急体制を維持
設問８ 西棟（入院棟）のあり方 当面は最低限の修繕等を施しながら継続使用
設問９ 医療収益改善に向けた取組 人件費を含めた更なる費用の削減
設問10 戸河内診療所の方向性 診療機能を安芸太田病院に集約・移行（時期は未定）
設問11 総合診療 中堅医師を地域に継続的に派遣できるシステムの構築
設問12 在宅医療、医療と介護の連携 町民のニーズと経営のバランスを考慮して在宅医療を実施

　
　
　

過
去
の
経
緯
に
つ
い
て
は
把
握

　
　

し
て
い
る
が
、
安
芸
太
田
町
の
現

状
を
踏
ま
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
適
切

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
に

つ
い
て
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。

　

診
療
所
の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
時
期

に
つ
い
て
は
決
め
て
い
な
い
が
、
将
来

的
に
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
安

芸
太
田
病
院
に
医
療
機
能
を
集
約
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
場
合
は
通
院
手
段

の
確
保
や
在
宅
医
療
な
ど
で
の
対
応
な

ど
も
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
考

え
な
が
ら
、
大
き
な
影
響
が
出
な
い
よ

う
に
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

第
４
回
委
員
会
の
議
事
録
に
、

　
　

「
戸
河
内
病
院
が
診
療
所
と
な
っ

た
時
も
、
安
芸
太
田
病
院
に
病
院
機
能

を
集
約
す
る
と
い
う
話
が
出
て
い
た
が
、

最
終
的
に
反
対
意
見
に
よ
り
診
療
所
と

な
っ
た
。」
と
い
う
発
言
は
、
事
実
誤

認
で
あ
る
。
当
時
、
入
院
機
能
の
一
本

化
は
検
討
さ
れ
た
が
、
外
来
診
療
機
能

の
全
て
を
集
約
す
る
こ
と
は
全
く
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。

　

委
員
長
が
第
３
回
委
員
会
で
発
言
し

た
「
あ
る
一
定
の
時
期
に
安
芸
太
田
病

院
で
対
応
で
き
る
よ
う
な
形
が
望
ま
し

い
」
の
「
あ
る
一
定
の
時
期
」
と
は
曖

昧
で
、
「
い
つ
で
も
で
き
る
」
と
解
釈
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さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

個
人
的
に
は
安
芸
太
田
病
院
事
業
あ

り
方
検
討
委
員
会
で
は
、
戸
河
内
診
療

所
の
所
長
定
年
時
に
、
診
療
所
を
廃
止

す
る
こ
と
を
前
提
に
進
め
て
い
る
と
し

か
理
解
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
末
の
戸
河
内
診

療
所
預
金
残
高
を
公
表
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

我
々
は
与
え
ら
れ
た
現
状
か
ら

　
　

将
来
を
見
据
え
た
時
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
総
合
的
に
ど
う
す
る

の
が
一
番
良
い
か
を
検
討
し
て
い
る
。

「
一
定
の
時
期
」
は
、
医
師
確
保
の
難

し
さ
か
ら
、
あ
る
時
期
に
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
今
の
診
療
所
の
所
長
は
２

年
後
に
定
年
だ
が
、
現
代
の
65
歳
は
元

気
で
あ
り
、
引
退
さ
れ
る
か
は
分
か
ら

な
い
。
重
要
な
の
は
地
域
医
療
を
担
っ

て
く
れ
る
医
師
の
確
保
が
難
し
い
状
況

だ
と
い
う
こ
と
。

　

ま
た
、
戸
河
内
診
療
所
に
通
う
患
者

30
人
の
う
ち
、
安
芸
太
田
病
院
に
通
っ

て
い
る
人
が
約
２
／
３
い
る
た
め
、
交

通
手
段
の
確
保
や
、
在
宅
医
療
で
対
応

す
る
な
ど
の
代
替
手
段
を
見
つ
け
ら
れ

れ
ば
、
影
響
を
少
な
く
で
き
る
。

　

預
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
病
院
と
診

療
所
そ
れ
ぞ
れ
で
管
理
す
る
べ
き
も
の

で
は
な
く
、
安
芸
太
田
町
病
院
事
業
一

体
で
あ
り
、
町
の
病
院
事
業
を
継
続
す

る
た
め
に
有
効
的
に
使
う
べ
き
と
考
え

る
。

（
令
和
６
年
度
末
の
戸
河
内
診
療
所
預

金
残
高
は
５
億
６
，
２
１
１
万
３
，
５

８
２
円
）

　
　
　

説
明
資
料
に
お
い
て
、
戸
河
内

　
　

診
療
所
の
後
期
高
齢
者
の
実
患
者

数
が
減
少
し
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
若
干

増
え
て
い
る
。
診
療
所
は
町
の
お
医
者

さ
ん
と
し
て
の
安
心
感
と
し
て
通
っ
て

い
る
。

　

合
理
化
と
し
て
病
院
機
能
を
集
約
し

た
場
合
、
こ
の
町
に
住
ん
で
い
る
信
頼

や
安
心
な
ど
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　

後
期
高
齢
者
の
実
患
者
数
が
減

　
　

少
し
て
い
な
い
の
は
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
た
め
と

分
析
し
て
お
り
、
今
後
は
徐
々
に
減
少

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　

町
の
お
医
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
そ
の

通
り
だ
と
思
う
が
、
全
国
的
に
今
ま
で

通
り
の
医
療
機
能
を
提
供
で
き
る
状
況

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

何
で
も
診
る
こ
と
が
で
き
る
総
合
診

療
医
を
安
芸
太
田
病
院
で
育
て
、
安
芸

太
田
町
に
魅
力
を
感
じ
て
残
っ
て
も
ら

え
る
医
師
を
一
人
で
も
増
や
す
の
が
、

町
に
と
っ
て
良
い
。

　

ま
た
、
安
芸
太
田
町
は
人
口
規
模
の

割
に
は
医
療
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

安
芸
太
田
町
の
人
口
や
患
者
が

　
　

減
っ
て
い
き
、
病
院
機
能
に
制
限

が
か
か
る
の
で
あ
れ
ば
、
基
礎
疾
患
の

み
に
対
応
す
る
よ
う
な
大
き
な
改
革
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

最
低
限
診
る
こ
と
が
で
き
る
病

　
　

院
と
い
う
の
が
安
芸
太
田
病
院
が

目
指
す
形
か
と
思
う
。

　

そ
れ
を
担
う
医
師
を
ど
う
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
に
難
し
い
問
題
で

あ
り
、
総
合
診
療
医
を
育
て
る
環
境
を
、

皆
で
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　
　
　

あ
り
方
委
員
会
の
中
で
、
重
箱

　
　

の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
な
細
か
い
議

論
は
あ
っ
た
の
か
。
小
さ
い
と
こ
ろ
に

無
駄
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

収
支
改
善
の
話
し
合
い
の
中
で

　
　

検
討
は
行
っ
て
お
り
、
実
際
に
委

員
か
ら
細
か
な
指
摘
も
受
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
全
体
と
し
て
安
芸
太
田
病

院
は
同
規
模
病
院
と
比
較
し
て
経
営
が

良
好
な
病
院
で
あ
る
こ
と
、
病
院
経
営

に
お
い
て
公
立
病
院
で
は
80
％
を
人
件

費
が
占
め
て
い
る
が
、
公
務
員
で
あ
る

た
め
人
件
費
の
大
幅
な
縮
減
も
難
し
い

こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

薬
剤
費
な
ど
も
、
メ
ー
カ
ー
側
も
経

営
難
が
続
い
て
い
る
た
め
な
か
な
か
値

段
交
渉
が
難
し
い
こ
と
が
続
い
て
い
る
。

　
　
　

第
３
回
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

　
　

で
は
、
戸
河
内
診
療
所
の
扱
い
に

つ
い
て
、
「
あ
る
一
定
の
時
期
に
安
芸

太
田
病
院
で
対
応
で
き
る
形
と
す
る
の

が
望
ま
し
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、

住
民
説
明
会
資
料
で
は
「
あ
る
一
定
の

時
期
」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
て
い
た
。

ど
う
い
う
背
景
で
そ
の
よ
う
な
調
整
を

し
た
の
か
。

　

令
和
４
年
度
に
町
が
策
定
し
た
病
院

事
業
中
長
期
計
画
で
は
、
令
和
８
年
ま

で
は
現
行
の
体
制
（
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
）
を
維
持
す
る
が
、
令
和

９
年
度
以
降
は
（
地
方
独
立
行
政
法
人

化
・
指
定
管
理
・
民
間
経
営
な
ど
）
ほ

か
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
検
討
し
、
メ

リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
そ
の
方
向
で
着
手
す

る
と
な
っ
て
い
る
。
あ
り
方
検
討
委
員

会
で
は
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

あ
る
一
定
の
時
期
と
い
う
の
は
、

　
　

前
述
の
よ
う
に
具
体
的
な
時
期
を

現
時
点
で
決
め
ら
れ
な
い
た
め
削
除
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
町
の
中
長
期
計
画
を
策
定
し

た
状
況
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
特
別
検
討
は
し
て
い
な
い
。

　

あ
り
方
検
討
委
員
会
で
は
、
今
す
ぐ

具
体
的
に
動
き
出
す
こ
と
を
求
め
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

今
後
何
回
か
の
検
討
委
員
会
を
踏
ま

え
て
、
町
長
へ
最
終
的
に
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
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【
お
知
ら
せ
】

　

水
道
出
前
講
座
（
水
道

事
業
、
宅
内
漏
水
防
止
、

水
道
料
金
の
仕
組
み
な
ど
）

の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

安芸太田町の水道事業
　

町
で
は
水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
を

住
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
共
に
考
え
、

水
道
事
業
を
将
来
に
亘
っ
て
持
続
可
能

な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
、
水
道
出
前

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
、
将
来
、
町
を
支
え
て

い
く
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
段
階
的
に
継

続
し
て
い
く
こ
と
で
、
水
道
事
業
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
を
期
待
す
る

も
の
で
す
。

　

10
月
27
日
に
町
内
の
水
道
施
設
見
学

に
来
て
も
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
水
道
水

が
で
き
る
の
か
、
日
頃
の
役
場
職
員
の

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
も
ら

　

11
月
６
日
、
11
月
14
日
に
そ
れ
ぞ
れ

の
中
学
校
に
出
向
き
、
水
道
事
業
の
現

状
と
課
題
の
説
明
、
水
道
水
と
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
飲
み
比
べ
の
ほ
か
、

ろ
過
実
験
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
ろ
材
の

並
び
や
ろ
過
す
る
水
の
速
度
な
ど
で
処

理
水
に
ど
の
よ
う
な
差
が
出
る
か
を
実

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
の
役
割
（
水
を
蓄
え
、
山

崩
れ
を
防
ぎ
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
）

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

そ
の
う
え
で
、
安
芸
太
田
町
の
水
資

源
に
つ
い
て
考
え
、
こ
れ
か
ら
安
芸
太

田
の
水
（
水
道
）
を
守
っ
て
い
く
た
め

　

10
月
22
日
に
加
計
高
校
に
出
向
き
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
×
３
の
佐さ

さ々

木き　

学ま
な
ぶさ
ん
か

ら
、
日
本
の
水
道
水
が
安
全
で
安
心
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
海
外
で
の
経
験

や
災
害
現
場
で
の
支
援
従
事
の
経
験
を

も
と
に
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
役
場
職
員
か
ら
一
言

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
出
る
水
道
水
っ

て
貴
重
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

え
た
か
な
？

　

民
生
委
員
・
女
性
会
の
そ
れ
ぞ
れ
会

議
で
お
集
ま
り
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、

水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説

明
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

水
道
料
金
は
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
、

施
設
が
古
く
な
っ
て
い
る
け
ど
大
丈
夫

か
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
設
け
る
こ
と
の
必
要
性

と
重
要
性
を
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

戸
河
内
・
筒
賀
小
学
校

（
４
年
生
）

安
芸
太
田
・
加
計
中
学
校

（
２
年
生
）

加
計
高
校
（
１
年
生
）

町
内
団
体

水
道
カ
レ
ッ
ジ
事
業
《
出
前
講
座
》

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

◇
役
場
職
員
か
ら
一
言

　

心
に
響
く
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
あ

り
が
と
う
。

　

漏
水
を
見
つ
け
た
ら
教
え
て
ね
。
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い
ま
し
た
。

　

残
留
塩
素
測
定
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
使
っ
た
ろ
過
の
実
験
を
通
し
て
、

ろ
材
の
量
で
処
理
水
に
ど
の
よ
う
な
差

が
出
る
か
な
ど
、
水
道
施
設
の
ろ
過
池

の
仕
組
み
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◇
役
場
職
員
か
ら
一
言

　

水
道
の
仕
事
に
興き
ょ
う
み味
を
持
っ
て
も
ら

え
た
か
な
？

◦
そ
こ
の
君　

今
す
ぐ
シ
ャ
ワ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　

止
め
る
ん
だ
!!

◦
守
る
ぜ
！
貴
重
な
水

◦
無
駄
は
Ｎ
Ｏ
!!

　
　
　

水
は
大
事
に
し
よ
う
Ｚ
Ｅ
！

◦
水
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
だ
す
！

◦
世
界
に
つ
な
げ
！
未
来
の
水

◦
こ
の
水
う
め
～

　
　
　
　
　

絶
対
も
れ
る
こ
の
一
言

◦
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
安
芸
ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
！

◦
川
に
森
自
然
と
一
緒
安
芸
の
水
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moricaアプリ登録キャンペーン

一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

「誰か」のことじゃない。
令和７年度　人権啓発キャッチコピー ●問い合わせ先

　地域協働課　☎28−2116
　加 計 支 所　☎22−1111
　筒 賀 支 所　☎32−2121

一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
、
国
際
連
合
第
３
回
総
会
に
お
い

て
、
全
て
の
人
民
と
全
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の

基
準
と
し
て
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
原
則
を
定
め
た
も

の
で
あ
り
、
初
め
て
人
権
保
障
の
目
標
を
国
際
的
に
う
た

っ
た
画
期
的
な
も
の
で
す
。
採
択
日
で
あ
る
12
月
10
日
は
、

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
務
局
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和
24
年
か
ら
毎
年
、
「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
そ

の
期
間
中
、
各
関
係
機
関
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
人
権
啓

発
活
動
を
展
開
し
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
こ
ど
も
の
人

権
問
題
、
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
、
障
害
の
あ
る
人
や
外

国
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
に
対
す
る
不
当
な
差
別

や
偏
見
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

と
い
っ
た
多
様
な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
掲
げ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
人
権
尊
重

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
他
人
の
人
権
に
配
慮
し
た

行
動
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

「
人
権
週
間
」
を
機
に
、
私
た
ち
が
主
体
的
に
豊
か
な

人
権
意
識
を
育
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、

「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
権
週
間

③
降
車
時
に
運
賃
を
支
払
う

　

「
現
金
」
ま
た
は
「
も
り
か
マ

　

ネ
ー
」
で
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

◎
そ
の
ほ
か

◦
障
が
い
者
手
帳
を
持
た
れ
て
い
る
人

　

は
１
０
０
円
引
き
に
な
り
ま
す
。

◦
介
助
が
必
要
な
場
合
、
別
途
介
助
料

　

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
額
介
護
タ
ク
シ
ー
好
評
運
行
中
！

10
月
１
日
か
ら
定
額
制
の
介
護
タ
ク
シ
ー
が
運
行
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

移
動
に
介
助
が
必
要
な
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
運
行
内
容

【
運　
　

賃
】

　

大　

人
…
５
０
０
円
／
人

　

小
学
生
…
２
５
０
円
／
人

　

（
６
歳
未
満
無
料
）

【
運
行
時
間
】

　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

【
利
用
で
き
る
人
】

◦
要
介
護
者

◦
要
介
助
者

◦
け
が
な
ど
で
交
通
機
関
の
利
用
が
難

　

し
い
人

※
家
族
な
ど
の
付
添
人
も
同
乗
で
き
ま

　

す
が
、
同
様
の
運
賃
が
発
生
し
ま
す
。

◎
利
用
方
法

①
運
行
事
業
者
へ
電
話
予
約

　

０
９
０−
７
７
７
０−

６
７
８
８

　

（
介
護
タ
ク
シ
ー
春
）

②
迎
え
が
来
た
ら
、
運
転
手
へ

　

行
先
を
伝
え
る

町内公共交通 ●問い合わせ先／企画ＤＸ課　☎28−1972



　

レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　

で
は
、
お
買
物
な
ど
地
域
通
貨
（
も

　

り
か
マ
ネ
ー
）
を
利
用
し
た
際
に
も
、

　

プ
レ
ミ
ア
ム
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

で
は
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ

　

ン
ペ
ー
ン
」
期
間
中
の
プ
レ
ミ
ア
ム

　

加
算
は
何
％
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
チ
ャ
ー
ジ
２
％
・
決
済
20
％

《
解　

説
》

　

先
月
号
の
解
説
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
通
常
の
「
プ

レ
ミ
ア
ム
加
算
」
は
、
現

金
か
ら
も
り
か
マ
ネ
ー
へ

チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
た
際
に
、

チ
ャ
ー
ジ
額
の
２
％
の
電

子
マ
ネ
ー
が
加
算
さ
れ
ま

す
。【
図
１
】

　

加
え
て
、
こ
こ
３
年
ほ
ど
実
施
し
て

い
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」(

今
年
は
、
11
月
５
日
～
12

月
26
日)

で
は
、
お
買
物
な
ど
も
り
か

マ
ネ
ー
で
支
払
い
を
利
用
さ
れ
た
際
に

利
用
額
に
対
し
て
20
％
の
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
期
間
に
付
与
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
は
「
期
間
限
定
ポ
イ
ン
ト
」

と
い
っ
て
、
有
効
期
限
が
短
く
設
定
さ

れ
て
お
り
、
今
年
は
、
令
和
８
年
２
月

28
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
図
２
】
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で
す
が
、
も
り
か
マ
ネ
ー
で
は
、
次

回
の
利
用
の
際
に
、
前
回
ま
で
に
付
与

さ
れ
た
期
間
限
定
ポ
イ
ン
ト
を
優
先
し

て
利
用
す
る
た
め
、
せ
っ
か
く
付
与
さ

れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
失
効
す
る
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
２
回
目
以
降
の
お
買
物
の

際
は
、
支
払
い
金
額
の
う
ち
、
優
先
し

て
利
用
し
た
期
間
限
定
ポ
イ
ン
ト
を
除

い
た
額
に
対
し
て
20
％
の
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
ま
す
。

【
図
３
】
お
よ
び
【
図
４
】

〈
問
題
（
第
８
弾
）〉

　

地
域
通
貨
（
も
り
か
マ
ネ
ー
）
に
は
、

有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
期

限
は
何
年
で
し
ょ
う
か
？

《
ヒ
ン
ト
》
『
最
後
に
利
用
（
支
払
い

ま
た
は
チ
ャ
ー
ジ
）
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
？
年
を
経
過
し
た
日
』

※
も
り
か
カ
ー
ド
ま
た
は
利
用
規
約
を

　

確
認
し
て
み
て
ね
‼

◦
回
答
方
法
／
も
り
か
ア
プ
リ
の
「
ク

　

イ
ズ
」
ボ
タ
ン
か
ら
回
答
し
て
く
だ

　

さ
い
。

◦
ク
イ
ズ
回
答
期
限
／
12
月
30
日

◦
も
り
か
マ
ネ
ー
付
与
日
／
１
月
30
日

●
前
回
ク
イ
ズ
の
解
説

Ｑ
通
常
の
プ
レ
ミ
ア
ム
加
算
は
現
金

　

チ
ャ
ー
ジ
を
し
た
際
に
加
算
さ
れ
ま

　

す
が
、
11
月
５
日
か
ら
始
ま
る
「
プ

moricaアプリ登録キャンペーン

●
も
り
か
ア
プ
リ
の
登

　

録
は
町
公
式
サ
イ
ト

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
Ｄ
Ｘ
課

　
（
Ｄ
Ｘ
推
進
係
）
☎
２
８−

１
９
６
７

も
り
か
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ク
イ
ズ
に
回
答
す
る
と

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人

に
、
５
千
円
分
の
も
り
か
マ
ネ

ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。➡ここから➡ここから

回答してね!!回答してね!!

図３
　

し
た
が
っ
て
、
地
域
通
貨
（
も
り
か

マ
ネ
ー
）
を
、
頻
繁
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
お
得
で
す
よ
ね
‼

　

ま
た
、
も
り
か
ア
プ
リ
を
活
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
電
子
マ
ネ
ー
や
期

間
限
定
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
有
効
期
限
も

い
つ
ど
こ
で
で
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
も
り
か
ア
プ
リ
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
‼

図１

5,000円×0.02＝100

図４

町内公共交通

図２

拡大図

※■は、加盟店名が表示されます。

【２回目のお買物】
730円の支払い

◆内　訳◆
期間限定ポイント利用464P
電子マネー利用　　 266円
　　　　合　計　　 730円
◆プレミアムポイント付与◆
電子マネー利用

266円×0.20＝53P
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10
月
29
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
「
令
和
７
年
度
遊
び
・
学
び
・

育
つ　

安
芸
太
田
っ
子
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

山
県
警
察
署
と
連
携
し
、
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
、
保
護
者

を
対
象
に
「
今
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
危
険
」
と
題
し
、
山
県
警

察
署　

同ど
う

々ど
う

善よ
し

裕ひ
ろ

警
部
補
に
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
教
室
で
は
横
断
歩
道
の
渡

り
方
に
つ
い
て
、
見
た
り
聞
い
た
り
、

体
験
し
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
の
命
を

守
る
た
め
の
行
動
を
知
る
学
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

講
演
会
の
間
、
子
ど
も
た
ち
は
年
齢

別
に
「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
を
行
い
、
町

内
の
友
達
と
一
緒
に
過
ご
す
楽
し
さ
を

共
有
し
ま
し
た
。
子
育
て
講
演
会
後
の

広
島
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
地
域
の
人
に
も
た
く
さ
ん
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
演
奏

や
フ
ラ
ッ
グ
を
用
い
た
演
技
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
も
見
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

音
楽
隊
に
交
じ
っ
て
ダ
ン
ス
を
す
る
な

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

遊
び
・
学
び
・
育
つ　

安
芸
太
田
っ
子
の
集
い

青
少
年
音
楽
会

　

10
月
21
日
、
筒
賀
小
学
校
に

て
、
青
少
年
育
成
安
芸
太
田
町

民
会
議
主
催
の
音
楽
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
も
兼
ね
て
お

り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護

者
に
も
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

中な
か

原は
ら

千ち

里さ
と

さ
ん
（
オ
カ
リ
ナ
、

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）、
白し
ら

井い

朝あ
さ

香か

さ
ん
（
シ
タ
ー
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）、
平ひ
ら

井い

剛こ
う

治じ

さ
ん
（
キ
ー

ボ
ー
ド
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
の

３
人
の
音
楽
家
が
、
楽
器
や
曲

に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
語
ら
れ

る
な
ど
約
15
曲
を
演
奏
さ
れ
、

児
童
は
演
奏
に
親
し
む
だ
け
で

な
く
、
深
い
感
動
と
記
憶
に
残

る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

筒
賀
小
学
校



第
18
回
山
県
防
犯
少
年
剣
道
大
会

　

11
月
１
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
第
18
回
山
県
防
犯
少
年
剣
道
大

会
が
開
催
さ
れ
、
山
県
警
察
署
管
内
の

小
中
学
生
総
勢
45
人
の
剣
士
が
日
頃
の

稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
本
町
か
ら
出
場
さ
れ
た

戸
河
内
尚
武
会
が
次
の
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た
。
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持
続
可
能
な
集
落
支
援
モ
デ
ル
事
業

オ
ン
ラ
イ
ン
巡
回
診
療

　

９
月
か
ら
11
月
の
期
間
で
実
施
し
て
い
た
オ
ン
ラ

イ
ン
巡
回
診
療
の
実
証
実
験
が
終
了
し
、
期
間
中
、

モ
デ
ル
地
区
で
は
延
べ
10
人
の
患
者
さ
ん
が
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
か
ら
は
、
「
病
院
ま
で
行
か
な
く
て
も
よ

い
」
点
や
「
待
ち
時
間
が
な
い
（
少
な
い
）」
点
が

好
評
で
、「
家
ま
で
来
て
く
れ
れ
ば
な
お
よ
い
」
な

ど
の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
車
内
で
診
療
を
行
え
る
大
型
の
車

両
を
使
用
し
て
の
実
証
で
し
た
が
、
狭
い
道
で
は
運

転
で
き
る
者
が
限
ら
れ
る
な
ど
運
行
面
で
の
課
題
も

見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
・
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
の

事
業
内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◇
小
学
生
団
体
戦

　

第
３
位　

菅す
げ

田た　

翔し
ょ
う
ま真

さ
ん

　
　
　
　
　

川か
わ

中な
か　

綜そ
う

士し

さ
ん

　
　
　
　
　

武た
け

山や
ま　

暉き

洸こ
う

さ
ん

◇
小
学
生
個
人
戦
高
学
年
の
部

　

第
３
位　

川か
わ

中な
か　

綜そ
う

士し

さ
ん
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安
芸
太
田
中

加　

計　

中

　

10
月
25
日
、
第
20
回
安
芸
太
田
町
中
学
校
合
同
文
化
祭
が
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
テ
ー
マ
を
「
青
春
の
と
き
め
き
」
と
し
、
二
つ
の
中
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
に
も
つ＂

ら
し
さ
＂
＝
「
独
自
性
」
を
発
揮
し
て
、
自
分
た
ち
の
青
春
を
表
現

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
護
者
・
地
域
の
人
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
拍
手
や

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
生
徒
も
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◀

深
山
峡
太
鼓

◀

劇
「
継
承
～
未
来
へ
つ

　
な
ぐ
ふ
る
さ
と
と
加
計

　
中
ら
し
さ
」

◀

神
楽
よ
さ
こ
い

◀

合
唱
「
友
」

※諸事情により、掲載できません。

◀

ダ
ン
ス

◀

合
唱
「
証
」

◀

龍
頭
峡
太
鼓
　

※諸事情により、掲載できません。

※諸事情により、掲載できません。

※諸事情により、掲載できません。

安
芸
太
田
町
中
学
校
合
同
文
化
祭　
　
　

　
テ
ー
マ
「
青
春
の
と
き
め
き
」

◀

合
同
合
唱

　
「
大
切
な
も
の
」「
ふ
る
さ
と
」
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戸
河
内
小
学
校
学
習
発
表
会

　

本
年
度
は
、
筒
賀
小
学
校
創
立
１
５

０
周
年
記
念
と
し
て
、
「
結
心
～
笑
顔

全
力
こ
こ
ろ
～
」
（
筒
賀
小
学
校
）、

「
げ
ん
き
い
っ
ぱ
い　

え
い
え
い
お
～
」

（
筒
賀
保
育
所
）
を
テ
ー
マ
に
学
習
発

表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
見
て
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ん
に
笑
顔
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
発

表
も
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
が
出
て
お
り
、

最
高
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
校
合
唱
で
は
、
特
別
企
画
と
し
て

　
「
仲
間
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
笑
顔
で
楽
し
も
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
学
年
の
発
表
、
太
田
川
太
鼓
演
奏
、

全
校
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

各
学
年
の
発
表
は
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た

こ
と
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
物
語
劇
や
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
探
究
し
て
き
た
「
防
災
」
「
福

祉
」
「
戸
河
内
小
学
校
の
歴
史
」
に
つ
い
て
の
発

表
で
し
た
。

筒
賀
小
学
校
・
保
育
所
合
同
学
習
発
表
会

　

会
場
の
皆
さ
ん
に

も
ク
イ
ズ
に
答
え
て

い
た
だ
い
た
り
、
ダ

ン
ス
で
手
拍
子
を
い

た
だ
い
た
り
、
劇
中

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
い
た
だ
い
た

り
と
、
参
加
し
な
が

ら
一
緒
に
学
習
発
表

会
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
は
全
校
合

唱
「
ふ
る
さ
と
」
が

講
堂
に
美
し
く
響
き

渡
り
、
創
立
１
５
０

周
年
の
記
念
と
な
る

学
習
発
表
会
に
な
り

ま
し
た
。

筒
賀
小
学
校
と
井
仁
小
学
校
の
校
歌
を

歌
い
、
皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
コ
ス
モ
ス
）

は
、
６
年
生
児
童
１
人
が
８
小
節
の
ソ

ロ
パ
ー
ト
を
ア
カ
ペ
ラ
で
歌
い
上
げ
た

後
に
合
唱
に
入
り
ま
し
た
。
観
客
の
皆

さ
ん
か
ら
、
あ
た
た
か
い
ご
声
援
と
拍

手
を
い
た
だ
き
、
１
５
０
周
年
の
歴
史

の
重
み
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
元
気
を

い
た
だ
い
た
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
声
援
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ

ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
税
」
に
関
す
る
作
文
・
書
写
・
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

所　春瑠さんの作品 齋藤絵里さんの作品 大江夢可さんの作品 横山蓮音さんの作品

【
作　
　

文
】

◇
安
芸
太
田
町
長
賞

　

加
計
中
３
年　
　
　

木き

原は
ら

ひ
か
り
さ
ん

【
書　
　

写
】

◇
安
芸
太
田
町
長
賞

　

安
芸
太
田
中
３
年　

横よ
こ

山や
ま　

蓮れ

音の
ん

さ
ん

【
絵
は
が
き
】

◇
広
島
北
法
人
会
会
長
賞

　

戸
河
内
小
６
年　
　

大お
お

江え　

夢ゆ
め

可か

さ
ん

◇
銀　

賞

　

戸
河
内
小
６
年　
　

齋さ
い

藤と
う　

絵え

里り

さ
ん

　

戸
河
内
小
６
年　
　

所と
こ
ろ　
　

春は

瑠る

さ
ん

　

入
賞
者
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
内
の
児
童
生
徒
が
、
税
に
関
す
る
作
文

・
書
写
・
絵
は
が
き
の
各
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
た
作
品
が
、
次
の
と
お
り
入
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
の
税
に
関
す
る
作
品
は
、
公
益
社
団
法

人
広
島
北
法
人
会
、
広
島
北
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
そ
れ
ぞ
れ
税
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
管
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
募
集
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

10
月
19
日
、
川
・
森
・
文
化

・
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
第
19
回
芸
北
地

区
公
立
中
学
校
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
暗
唱
部
門
】　

◇
１
年
生
の
部

　

優　

勝　

戸と

田だ　

華は
な

乃の 

　
　
　
　
　

松ま
つ

岡お
か　

杏き
ょ
う
の乃

（
安
芸
太
田
中
）
※
県
大
会
出
場

第
19
回
芸
北
地
区
公
立
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　

英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会

◇
２
年
生
の
部

　

第
２
位　

佐さ

さ々

木き　

秋あ
い

歌か
（
加
計
中
）

◇
３
年
生
の
部

　

第
２
位　

佐さ

さ々

木き　

詩う

太た

（
安
芸
太
田
中
）

　

第
３
位　

木き

原は
ら　

ひ
か
り（加

計
中
）

【
ス
ピ
ー
チ
部
門
】　　

　

第
３
位　

矢や

立た
て　
　

陸り
く

（
安
芸
太
田
中
）
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10
月
20
日
、（
公
社
）広
島
北
法
人
会
安
芸
太

田
支
部
様
か
ら
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
の

一
つ
と
し
て
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
へ
木
製
の

ベ
ン
チ
２
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
当
町
の
道
の
駅
に
訪
れ
る
お
客

様
に
「
木
の
温
も
り
を
感
じ
、
ほ
っ
と
一
息
ゆ

っ
く
り
癒
さ
れ
て
ご
使
用
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

栗く
り

栖す

直な
お

幸ゆ
き

支
部
長
の
言
葉
を
添
え
て
贈
ら
れ
ま

し
た
。

安芸太田の木材を使った木製ベンチを道の駅へ
寄贈いただきました

生
活
発
表
会

生
活
発
表
会

修道保育所修道保育所認定こども園とごうち認定こども園とごうち



　
　
　

　
　
　

　

令
和
６
年
度
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
に
お
い
て
、
事
務
手
続
の
誤
り
に
よ
り
、
交

付
金
の
一
部
を
収
入
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と

と
も
に
、
再
発
防
止
の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

安
芸
太
田
町
長　

橋
本　

博
明

●
収
入
で
き
な
い
交
付
金
額

　
　

４
２
１
万
６
，
１
０
４
円

（
内
訳
）

◦
総
事
業
費　

７
，
８
１
１
万
２
，
１
０
４
円

◦
受
入
済
額　

７
，
３
８
９
万
６
，
０
０
０
円

◦
差　
　

額　
　
　

４
２
１
万
６
，
１
０
４
円

●
原　
　

因

　

本
給
付
金
事
業
は
、
年
度
内
に
完
了
が
見
込
ま
れ
る

場
合
、
年
度
内
に
概
算
払
い
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
交
付
金
制
度
や
手
続
き
の
理
解
不
足
に
よ
り
、
４

月
に
給
付
実
績
を
国
に
報
告
し
、
交
付
金
の
請
求
手
続

き
を
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
収
入
で
き
な
い
交
付
金
が

発
生
し
た
も
の
。

●
再
発
防
止
策

◦
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に

　

か
か
る
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
課
内
の
職
員
お
よ
び
関

　

町
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
フ
ラ
ワ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
！

　

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

11
月
11
日
付
け
で
、
安
芸
太
田
町
教
育
委

員
会
委
員
に
河こ
う

本も
と

千ち

絵え

さ
ん
（
戸
河
内
）
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
11
年
11
月
10
日
ま
で
で
す
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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教
育
委
員
会
委
員
　
　
　
　

　
　
　
　
再
任
の
お
知
ら
せ

町
健
康
運
動
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
か
ら
お
知
ら
せ
　
　
　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
事
務
誤
り
に
つ
い
て

　

係
課
職
員
が
熟
読
し
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
。

◦
県
の
交
付
金
担
当
部
署
へ
の
確
認
を
徹
底
し
、
解
釈

　

な
ど
に
よ
る
誤
り
が
起
こ
ら
な
い
態
勢
を
整
え
る
。

◦
申
請
時
に
担
当
課
お
よ
び
財
政
担
当
課
な
ど
の
他
部

　

署
も
含
め
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

●
職
員
の
処
分
に
つ
い
て

　

今
回
の
事
案
は
、
結
果
と
し
て
町
政
へ
の
信
用
を
失

墜
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
財
政
へ
の
損
害
を
発
生
さ
せ

て
い
る
た
め
、
庁
内
の
「
懲
戒
処
分
等
審
査
委
員
会
」

に
意
見
を
求
め
、
以
下
の
と
お
り
懲
戒
処
分
を
行
い
ま

し
た
。

◦
企
画
Ｄ
Ｘ
課
主
任

　
（
30
歳
、
令
和
６
年
事
務
担
当
者
）

　

減
給
10
分
の
１　

１
か
月

　

信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
違
反

◦
企
画
Ｄ
Ｘ
課
課
長
補
佐

　

（
52
歳
、
令
和
６
年
事
務
担
当
者
）

　

減
給
10
分
の
１　

１
か
月

　

信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
違
反

◦
総
務
課
課
長

　

（
59
歳
、
令
和
６
年
担
当
課
長
）

　

戒
告

　

監
督
責
任
（
部
下
の
職
務
に
係
る
も
の
）



　
　
　令
和
８
年
度

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
入
所（
園
）児
童
募
集

◆
申
込
期
間

　

令
和
８
年
１
月
５
日
㈪
～
１
月
30
日
㈮
《
厳
守
》

◆
提
出
書
類　

◦
全
員
が
提
出
す
る
物

　

◦
支
給
認
定
申
請
書
兼
施
設
利
用
申
込
書
兼
現
況
届

◦
２
号
・
３
号
認
定
を
希
望
さ
れ
る
人

　

◦
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
（
就
労
状
況
の
わ
か
る
証
明
な
ど
）

※
２
号
・
３
号
認
定
と
は
…
保
育
の
必
要
な
事
由
に
該
当
し
、
保
育
を

　

希
望
さ
れ
る
場
合
に
必
要
な
認
定
で
す
。

　
　

２
号
…
３
歳
児
以
上　

３
号
…
３
歳
児
未
満

◦
初
め
て
入
所
（
園
）
さ
れ
る
人

　

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
入
用
紙

　

◦
番
号
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
通
知

　
　

カ
ー
ド
）
の
写
し

　

◦
本
人
確
認
書
類
の
写
し

※
令
和
７
年
度
も
在
籍
さ
れ
て
い
る
児
童
は
す
で
に
提
出
し
て
い
た
だ

　

い
て
い
る
の
で
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
に
よ
り
課
税
証
明
は
省
略
で
き
ま
す
が
、
場

　

合
に
よ
り
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
書
は
、
各
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
教
育
委
員
会

　

に
あ
り
ま
す
。

◆
保
育
料

　

保
護
者
の
所
得
に
か
か
る
税
額
に
基
づ
き
算
定
し
ま
す
。

　

減
免
制
度
あ
り
（
第
２
子
以
降
全
額
免
除
・
18
歳
以
下
対
象
）

施　設　名 定員 受入開始年齢 開所時間

修道保育所　 20人
10か月

平　日7:00〜18:00
土曜日7:00〜18:00

筒賀保育所　 19人 平　日7:00〜18:00
土曜日7:50〜12:30

加計認定こども園あさひ 60人
３か月 平　日7:00〜19:00

土曜日7:00〜19:00認定こども園とごうち 60人

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課

　
　

☎
２
２−

１
２
１
２
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年
末
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

山
県
警
察
署　

☎
２
２−

０
１
１
０

【
実
施
期
間
】

 

12
月
１
日
㈪
～
12
月
10
日
㈬
ま
で
の

 

10
日
間

【
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　
『
て
を
あ
げ
て　

く
る
ま
に
お
し
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ぼ
く
は
こ
こ
』

　

今
年
も
恒
例
の
年
末
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、
年
末
は
交
通
量
増
加
・
帰
省

・
慌
た
だ
し
さ
か
ら
、
交
通
事
故
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
日
没
時
間
の
早

さ
か
ら
、
夕
暮
れ
・
夜
間
の
交
通
事
故

の
多
発
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
薄
暮

時
は
、
車
か
ら
歩
行
者
が
見
え
づ
ら
く

な
り
ま
す
。

　

反
射
材
を
身
に
つ
け
て
、
安
全
に
夜

間
の
外
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
横
断
歩
道
を
通
過
す
る
際
は

し
っ
か
り
と
手
を
上
げ
て
、
車
の
運
転

手
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。



嬉
し
い
お
知
ら
せ
！

週
４
日
営
業
➡
毎
日
営
業
へ

　

と
ご
う
ち
ス
ト
ア
で
は
、
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
え
、
毎
日
営
業
（
日
曜
日
を
除
く
）
を

始
め
ま
し
た
！

　

新
た
に
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｑ
Ａ
Ｌ
（
と
ん
か
る
）
さ

ん
の
美
味
し
い
手
作
り
お
惣
菜
を
販
売
し
て

い
ま
す
！

★
新
情
報

オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど
随
時
注
文
で
き
ま
す
！

◦
オ
ー
ド
ブ
ル
・
お
寿
司

　

お
刺
身
盛
り
合
わ
せ

◦
精
肉

●
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
・
お
せ
ち
の
予
約

　

販
売
、
受
付
始
ま
っ
て
い
ま
す
♪

★
も
り
か
の
チ
ャ
ー
ジ
が
で
き
ま
す
！

　

と
ご
ス
ト
で
は
、
「
レ
ジ
」
で
「
も
り
か

の
現
金
チ
ャ
ー
ジ
」
が
で
き
ま
す
！

　

も
り
か
で
お
得
に
買
物
し
て
く
だ
さ
い
♪

　

年
末
は
、
12
月
31
日
ま
で
営
業
、
１
月
１

日
か
ら
４
日
ま
で
休
業
、
５
日
か
ら
営
業
し

ま
す
！

　

お
買
い
物
は
、「
と
ご
ス
ト
」
で
！

と
ご
う
ち
ス
ト
ア
最
新
情
報

●
問
い
合
わ
せ
先
／
地
域
協
働
課
☎
２
８−

２
１
１
６

店内カフェもぜひご利用ください！

店内カフェもぜひご利用ください！
とんかるの惣菜♪
とんかるの惣菜♪

地域おこし協力隊　隊員だより　　125
●

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
！

●

意
気
込
み
を
！

●

な
ぜ
安
芸
太
田
に
？

　

廿
日
市
市
出
身
の
塚
迫
光
で
す
！
ピ

ッ
チ
ピ
チ
の
21
歳
で
す
。

　

崇
徳
高
校
で
自
転
車
部
に
所
属
し
、

毎
日
自
転
車
を
こ
ぎ
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

練
習
で
よ
く
安
芸
太
田
の
過
酷
な
コ
ー

ス
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！
今
で
も

き
つ
か
っ
た
思
い
出
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
し
て
き
ま
す
（
笑
）
。

　

協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
「
こ
の
町

を
さ
ら
に
賑
や
か
な
町
に
し
た
い
」
と

思
っ
て
い
ま
す
！
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
皆
さ

ん
に
た
く
さ
ん
ご
指
導
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
！
全
力
で
頑
張
る
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
転
車
の
楽
し
さ
を
忘
れ
ら
れ
な
い

ま
ま
飲
食
業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
町

が
推
進
す
る
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
業
務
」
と
出
会
い
、
こ

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
自
転
車
競
技

経
験
も
あ
り
何
よ
り
若
く
て
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
僕
の
出
番
だ
と
思
い
飛
ん
で
き
ま

し
た
。

塚
つか

迫
さこ

　光
ひかる

隊員

●

ど
こ
で
ど
ん
な
こ
と
す
る
の
？

　

配
属
先
は
、
温
井
ダ
ム
リ
ゾ
ー
ト
で

す
！
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
町
の

来
訪
者
の
増
加
を
目
指
し
、
町
内
事
業

者
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
取
り
、
観
光

産
業
の
１
つ
と
し
て
町
全
体
を
盛
り
上

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
隊
員
さ
ん
が
来
た
よ
♪　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
か
ら
紹
介
す
る
ね
！
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地域おこし協力隊　隊員だより　　キハキハ2828・・5858、 元気です、 元気です　　−−旧加計駅と旧安野駅のディーゼル機関車旧加計駅と旧安野駅のディーゼル機関車−−

　

か
つ
て
Ｊ
Ｒ
可
部
線
を
走
っ
て
い
た
キ

ハ
車
両
。
現
在
、
旧
加
計
駅
車
両
倉
庫
の

キ
ハ
28
と
、
旧
安
野
駅
の
キ
ハ
58
と
も
に
、

町
外
の
有
志
の
人
を
中
心
に
補
修
作
業
が

少
し
ず
つ
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ハ
28
は
、
動
態
保
存
で
、
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
開
放
し
、
時
折
汽
笛
も
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
車
両
へ
乗
車
も
で
き
る
の
で

子
ど
も
に
も
大
人
気
で
す
。

　

キ
ハ
58
は
、
当
時
の
駅
舎
や
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
、
線
路
な
ど
と
共
に
静
態
保
存
さ

れ
、
安
野
花
の
駅
公
園
と
し
て
春
の
写
真

ス
ポ
ッ
ト
や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
癒
し
の
場

所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
の
会
で
は
、
一
緒
に
保
全
活
動
を

し
て
く
れ
る
会
員
を
大
募
集
中
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

加
計
支
所　

☎
２
２−

１
１
１
１

旧安野駅のキハ58修復作業旧加計駅車庫のキハ28

キハ58と旧安野駅

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
中
‼

　

旧
安
野
駅
キ
ハ
58
の
修
復
作
業
や
地

域
の
活
性
化
を
目
的
に
活
動
す
る
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
！

　

キ
ハ
を
通
じ
て
町
を

一
緒
に
元
気
に
し
ま
し

ょ
う
！　

鳥
獣
害
に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い

地
域
の
て
ご
う
す
る
応
援
団
！

地
域
の
て
ご
う
す
る
応
援
団
！

～
津
都
見
で
「
鳥
獣
被
害
対
策
勉
強
会
」
を
開
催
～

　

こ
ん
に
ち
は
。
鳥
獣
被
害
対
策
を
支
援
す
る
た
め

に
、産
業
観
光
課
内
に
駐
在
し
て
い
る
テ
ゴ
ス
（（
一

社
）
広
島
県
鳥
獣
対
策
等
地
域
支
援
機
構
）
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大お

お

谷た
に

で
す
。

　

10
月
19
日
に
津
都
見
で
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す
る

勉
強
会
を
開
催
し
、
以
前
か
ら
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
14
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

勉
強
会
で
は
、
㈱
Ｂ
Ｏ

−

Ｇ
Ａ
の
藤ふ

じ

井い

所
長
か
ら

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
ク
マ
の
生
態
と
そ
れ
を
踏
ま
え

た
基
本
的
な
対
策
法
、
対
策
ご
と
の
注
意
点
を
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
私
が
現
地
調
査

を
行
っ
た
津
都
見
の
現
状
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
共

有
し
、
今
後
の
対
策
を
一
緒
に
検
討
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
電
気
柵
を
突
破
さ
れ
た
原
因

が
見
え
て
き
た
の
で
、
今
回
の
話
を
参
考
に
対
策
を

進
め
て
い
き
た
い
」
「
未
利
用
果
樹
の
伐
採
を
検
討

し
て
み
た
い
」
「
ク
マ
の
痕
跡
や
出
没
が
あ
っ
た
ら

す
ぐ
に
連
絡
を
し
よ
う
と
思
う
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
も
引
き
続
き
対
策
の
改
善
・
強
化
を
一
緒
に
検

討
し
、
さ
ら
に
被
害
を
な
く
せ
る
よ
う
に
支
援
を
し

て
い
き
た
い
で
す
！

テゴス
ホーム
ページ

テゴス公式
YouTube
チャンネル

●問い合わせ先
　安芸太田町産業観光課内
　☎28−1973
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生
後
91
日
以
上
の
犬
は
生
涯
１
回
の
登
録

が
必
要
で
す
。

　

犬
を
飼
い
始
め
て
30
日
以
内
に
、
飼
っ
て

い
る
住
所
地
で
必
ず
登
録
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

◦
登
録
手
数
料
…
３
，０
０
０
円

2424広報安芸太田　令和７（2025）年　12月号

●
市
町
村
に
犬
の
登
録
を
す
る

●
毎
年
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る

◆
犬
の
放
し
飼
い
お
よ
び
ノ
ー
リ
ー

　

ド
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

◆
各
種
届
出
に
つ
い
て

　

犬
の
飼
い
主
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
以
下
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
違
反
し
た
場
合
は
、
20
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

●
犬
に
鑑
札
と
注
射
済
票
を
つ
け
る

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
４

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

農
作
業
中
の
ク
マ
出
没
に
注
意
！

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
方
法
は
２
つ

あ
り
ま
す
。

１
．
狂
犬
病
予
防　

集
合
注
射

　
　

例
年
５
〜
６
月
ご
ろ
に
実
施
し
て
い
ま

　

す
。
登
録
し
て
い
る
飼
い
主
様
に
は
集
合

　

注
射
前
に
案
内
と
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い

　

ま
す
。

２
．
動
物
病
院
で
の
注
射

　
　

動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
、

　

獣
医
師
か
ら
注
射
済
証
を
受
け
取
っ
た
場

　

合
は
、
本
庁
ま
た
は
各
支
所
に
お
い
て
注

　

射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

◦
注
射
済
票
交
付
手
数
料
…
５
５
０
円

　

犬
の
所
有
者
・
住
所
の
変
更
、
死
亡
な
ど
、

登
録
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
本
庁

・
各
支
所
へ
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
鑑
札
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
た

際
の
注
射
済
票
は
、
首
輪
な
ど
に
付
け
て
お

く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

迷
子
札
と
し
て
の
役
目
も
あ
る
の
で
必
ず

つ
け
ま
し
ょ
う
！

　

放
し
飼
い
お
よ
び
ノ
ー
リ
ー
ド
は
、
広
島

県
の
動
物
愛
護
管
理
条
例
第
５
条
に
よ
っ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
、
散
歩
の
と
き

は
必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
主
と
し
て
の

責
任
を
自
覚
し
、
周

囲
へ
の
配
慮
を
欠
か

さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
！

　

近
年
、
冬
眠
が
短
く
体
が
痩
せ

た
ク
マ
が
え
さ
を
求
め
て
人
里
ま

で
出
没
す
る
事
例
が
増
え
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
出
没
が
な
か
っ
た
地

域
で
も
目
撃
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

特
に
早
朝
や
夕
方
は
ク
マ
の
活

動
が
活
発
に
な
る
た
め
、
農
作
業

中
の
事
故
防
止
に
一
層
の
注
意
が

必
要
で
す
。

　
◆
農
作
業
時
の
注
意
点

◦
農
作
業
に
は
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の

　

音
の
出
る
も
の
で
人
の
存
在
を

　

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◦
ク
マ
の
出
没
が
多
い
地
域
で
は
、

　

で
き
る
だ
け
単
独
作
業
を
避
け

　

ま
し
ょ
う
。

◦
森
林
な
ど
に
隣
接
す
る
農
地
で

　

は
、
安
全
確
認
し
な
が
ら
作
業

　

し
ま
し
ょ
う
。

◆
誘
引
物
の
適
切
な
管
理

◦
収
穫
後
の
農
作
物
や
落
ち
た
果

　

実
は
放
置
せ
ず
、
適
切
に
処
理

　

し
ま
し
ょ
う
。

◦
ク
マ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
収

　

穫
物
の
保
管
場
所
は
施
錠
を
徹

　

底
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発
性
物
質
も

　

ク
マ
の
誘
引
物
と
な
る
た
め
、

　

管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ク
マ
出
没
時
の
対
応

◦
ク
マ
に
背
を
向
け
ず
、
落
ち
着

　

い
て
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
場
を
離

　

れ
ま
し
ょ
う
。

◦
ク
マ
を
刺
激
し
な
い
よ
う
、
大

　

声
を
出
し
た
り
、
走
っ
て
逃
げ

　

た
り
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

◦
ク
マ
の
足
跡
な
ど
の
痕
跡
を
見

　

つ
け
た
際
は
、
速
や
か
に
町
に

　

報
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か

ら
の
注
意
と
情
報
共
有
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
観
光
課

☎
２
８−

１
９
７
３
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気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る

と
水
道
管
や
蛇
口
が
凍
結
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
水

道
管
や
蛇
口
の
凍
結
に
備
え
て
早
め
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

凍
結
し
た
場
合
、
水
が
出
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
破
裂
し
て
漏
水
が
発
生

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ご
自
身
の
負

担
で
修
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

屋
外
、
北
側
で
日
が
当
た
ら
な
い
場

所
、
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
の
水
道
管

な
ど
は
特
に
凍
結
し
や
す
い
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
低
温
注
意
報
が
出
た

夜
な
ど
は
、
特
に
注
意
し
て
再
点
検
し

ま
し
ょ
う
。

凍
結
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
場
合

宅
内
で
の
漏
水
を
確
認
す
る
方
法

◦
水
道
管
に
保
温
材
を
巻
き
付
け
、
直
接
外
気
に
触
れ
な
い
よ

　

う
に
す
る
。

◦
蛇
口
を
少
し
開
け
て
お
く
。

　

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
緊
急
に
対

処
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止

水
栓
を
閉
め
て
、
町
が
指
定
し
た
給
水
装
置
指
定
工
事
店
へ
修

理
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
指
定
工
事
店
の
一
覧
は
、
町
公
式
サ
イ
ト
ま
た
は
、
本
庁
・
各
支

　

所
の
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
宅
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
が
回
転
（
時
計
回
り
）
し
て
い
な

い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
ご
家
庭
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
止
め
た

う
え
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る
場

合
、
宅
内
漏
水
が
疑
わ
れ
ま
す
）

※
雪
が
積
も
り
、
メ
ー
タ
ー
の
場
所
が
わ

　

か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　

雪
が
降
る
前
に
ご
自
宅
の
メ
ー
タ
ー
の

　

位
置
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

凍
っ
て
し
ま
う
前
に
…

凍
っ
て
し
ま
う
前
に
…

水
道
管

水
道
管
のの
冬
支
度

冬
支
度
に
つ
い
て
の
お
願
い

に
つ
い
て
の
お
願
い

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　

建
設
課
☎
２
８−

１
９
６
３

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

筒
賀
支
所
☎
３
２−
２
１
２
１

パ
イ
ロ
ッ
ト

▶︎
蛇
口
を
全
部
し
め
て

　

こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が

　

回
っ
て
い
れ
ば
漏
水

　

と
思
わ
れ
ま
す
。

春
の
献
血

秋
の
献
血

と　
　
き

４
月
24
日
㈭

11
月
19
日
㈬

と
こ
ろ

広
島
県
立
加
計
高
等
学
校

参
加
者

94
人

94
人

献
血
者

83
人

82
人

令
和
７
年
度
献
血
参
加
者
数

　

今
年
度
も
多
く
の
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
回
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
効
果
や

副
反
応
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、

医
師
と
相
談
し
た
う
え
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

※
接
種
対
象
の
人
に
は
４
月
上
旬
に
通

　

知
文
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
予
防
接
種
の
流
れ

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
際
に

は
、
接
種
券
と
予
診
票
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
健
康
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
令
和
７
年
度
公
費
助
成
対
象
者

◦
令
和
７
年
度
に
65
、
70
、
75
、
80
、

　

85
、
90
、
95
、
100
歳
と
な
る
人

帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
は
お
済
で
す
か
？

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
帯
状
疱
疹
の
公
費
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◦
100
歳
以
上
の
人

◦
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
ヒ
ト
免
疫
不

　

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障

　

が
い
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

　

級
相
当
の
人

●
経
過
措
置

◦
各
年
度
で
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、

　

95
、
100
歳
と
な
る
人
が
助
成
対
象
と

　

な
る
の
は
、
令
和
11
年
度
ま
で
の
経

　

過
措
置
で
す
。

◦
100
歳
以
上
の
人
が
助
成
対
象
者
と
な

　

る
の
は
、
令
和
７
年
度
の
み
で
す
。

　

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
詳
し
い
内
容

は
、
町
公
式
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
令
和
７
年
度
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に

　

つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
☎
２
２−

０
１
９
６
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◦
中
身
が
見
え
な
い
袋
は
表
書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

衛
生
対
策
室
☎
２
３−

１
１
２
０

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
『
燃
え
な
い
ご
み
』
で
小
型
の
金
属
な
ど
を
ま
と
め
て
出
さ
れ
る
と
き
は
、

半
透
明
ま
た
は
透
明
な
小
袋
に
入
れ
、
指
定
袋
で
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ご
み
の
中
に
危
険
物
な
ど
が
入
っ
て
い
な
い
か
を
判

断
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

中
身
が
見
え
な
い
袋
を
使
用
す
る
と
き
に
は
、
中
身
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

「
表
書
き
」
を
し
て
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
分
別
説
明
会

随
時
受
付
中
で
す
。

◦
安
芸
太
田
町
ご
み

　

分
別
五
十
音
事
典

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

令和7年度年末年始における
ごみ収集等業務の予定

　年末年始における各業務予定は以下の
とおりです。

※ポックルくろだおごみ搬入受付時間
　９時～12時　13時～16時30分

月日（曜） 家庭ごみ
収　　集

ご み の
搬入受入

12月26日㈮ 燃えるごみ ○

12月27日㈯ × ×

12月28日㈰ × ×

12月29日㈪ 燃えるごみ ○

12月30日㈫ × ×

12月31日㈬ × ×

１月１日㈭ × ×

１月２日㈮ × ×

１月３日㈯ × ×

１月４日㈰ × ×

１月５日㈪ ペットボトル ○
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「
８
０
２
０
げ
ん
き
な
歯
表
彰
」
表
彰
式
・
通
い
の
場

「
８
０
２
０
げ
ん
き
な
歯
表
彰
」
表
彰
式
・
通
い
の
場

（
い
き
い
き
百
歳
体
操
）
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
い
き
い
き
百
歳
体
操
）
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
６
日
、
「
８
０
２
０
げ
ん

き
な
歯
表
彰
」
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

80
歳
を
過
ぎ
て
も
自
分
の
歯
が

20
本
以
上
あ
る
人
が
対
象
で
、
受

賞
者
は
、
山
ゆ
り
健
診
を
受
診
し

た
人
と
歯
科
医
院
に
推
薦
さ
れ
た

人
で
す
。

　

今
年
は
27
人
が
受
賞
さ
れ
、
そ

の
う
ち
１
人
が
１
０
０
歳
で
特
別

表
彰
で
し
た
。
表
彰
式
に
は
６
人

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の

お
名
前
は
、
健
康
福
祉
課
と
町
内

歯
科
医
院
な
ど
に
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
丈
夫
な
歯
を
保

つ
た
め
に
定
期
的
な
歯
科
検
診
、

歯
磨
き
を
心
が
け
、
い
つ
ま
で
も

自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し

ょ
う
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
問
い
合
わ
せ
先
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
２
２

－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!

広報安芸太田　令和７（2025）年　12月号

　

表
彰
式
に
続
い
て
、
通
い
の

場
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
い
き
い
き
百
歳
体
操

に
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
参
加
し
よ
う
と
思
わ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
一
緒
に
百

歳
体
操
を
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
映
し
、
安

芸
太
田
病
院
作
業
療
法
士
の
小お

田だ

将ま
さ

之ゆ
き

先
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
、
ほ
か
の
地
域
の
人
た

ち
と
話
し
合
い
、
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
と
楽
し
さ
を
再
認

識
し
た
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

付
与
事
業

　

５
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
を
好
評

に
つ
き
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
約
６
７
０
人
の
町
民
が
参

加
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
概　

要

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
内
蔵
し
た
歩

数
計
で
、
１
日
ご
と
、
１
か
月
間
に

歩
い
た
日
数
に
応
じ
て
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
に
相
応
し
た
も
り
か
マ
ネ
ー
を

付
与
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
の
歩
数
計
と

も
り
か
ア
プ
リ
の
連
携
が
で
き
た
町

民
が
対
象
で
す
。
参
加
に
あ
た
り
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
歩
数
計
の
起
動
と
、

も
り
か
ア
プ
リ
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

登
録
、
連
携
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
健
康
福
祉
課
・
企
画
Ｄ
Ｘ
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課

☎
２
２−

０
１
９
６

ウォーキングポイント付与事業（実施時期：５月１日～令和８年３月31日）

１日単位 月次ボーナス
歩数条件 付与ポイント 付与条件 付与ポイント

6,000歩～6,999歩 ４ポイント
１か月のうち6,000歩以上

／日を20日間達成 1,000ポイント6,000歩～7,999歩 ７ポイント

8,000歩～ 　　　 10ポイント

期間延長
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●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
西
年
金
事
務
所

　
　

☎︎
０
８
２−

５
３
５−

１
５
０
５

　

税
務
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
４

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

みんなの国民年金みんなの国民年金

◎
電
話
で
の
予
約
方
法

◦
予
約
受
付
専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

　

☎
０
５
７
０−

０
５−

４
８
９
０

◦
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
お
か

　

け
に
な
る
場
合
は
こ
ち
ら

　

☎
０
３−

６
６
３
１−
７
５
２
１

◎
電
話
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３

　

日
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◎
予
約
可
能
な
相
談
・
手
続
き

①
各
種
年
金
請
求
（
一
時
金
を
含
む
）

　

の
手
続
き

②
年
金
見
込
額
・
加
入
記
録
の
確
認

③
年
金
の
受
取
口
座
変
更
手
続
き

④
各
種
通
知
書
の
内
容
確
認
・
再
交
付

　

申
請

　

請
求
書
や
届
書
の
ご
提
出
は
郵
送
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
年
金
見
込
額
、
加
入
記
録
の
確
認
は

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
も
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

※
各
種
通
知
書
の
内
容
確
認
、
再
交
付

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
メ
リ
ッ
ト

①
空
き
状
況
が
一
目
で
わ
か
る

②
夜
間
や
休
日
に
も
予
約
が
可
能

③
予
約
の
変
更
や
取
消
も
簡
単

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
方
法

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す

　

る
場
合　

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン

②
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
を
選

　

択
し
て
「
年
金
相
談
の
ご
案
内
」
か

　

ら
予
約

※
数
字
４
桁
の
「
利
用
者
証
明
用
電
子

　

証
明
書
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
ご
用
意
く

　

だ
さ
い
。

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

　

な
い
場
合

　

年
金
相
談
予
約
サ
イ
ト
よ
り
、
必
要

事
項
を
入
力
し
て
予
約
。

※
ご
予
約
時
に
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

　

る
も
の
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ

　

い
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
時
間

　

８
時
～
23
時
30
分

　

（
土
・
日
・
祝
日
含
む
）

年
金
相
談
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
予
約
！

年
金
相
談
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
予
約
！

　

申
請
に
関
す
る
相
談
・
手
続
き
は
、

　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

◎
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
ご
案
内

◦
年
金
の
一
般
的
な
お
問
い
合
わ
せ
は

　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

　

☎
０
５
７
０−

０
５−

１
１
６
５

◦
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

　

に
な
る
場
合
は
こ
ち
ら

　

☎
０
３−

６
７
０
０−

１
１
６
５

◎
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
受
付
時
間

　

月
曜　
８
時
30
分
～
19
時

　

火
曜
～
金
曜

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

第
２
土
曜　

９
時
30
分
～
16
時

※
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日
以
降
の

　

平
日
の
初
日
が
19
時
ま
で
。

※
土
・
日
・
祝
日
（
第
２
土
曜
を
除
く
）、

　

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用
で

　

き
ま
せ
ん
。

◎
電
話
ご
利
用
時
の
注
意

　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電

話
か
ら
の
場
合
、
全
国
一
律
の
通
話
料

金
で
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
以
外
（
携
帯
電
話
な

ど
）
の
場
合
は
、
通
常
の
料
金
が
か
か

り
ま
す
。
（
通
話
料
金
定
額
プ
ラ
ン
の

対
象
外
で
す
。）

◎
よ
く
あ
る
ご
質
問

Ｑ　

相
談
を
希
望
す
る
日
の
何
日
前
ま

　

で
予
約
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

　

す
か
？

Ａ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
で
は
相
談

　

を
希
望
す
る
日
の
前
々
日
ま
で
、
電

　

話
で
は
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

年
金
事
務
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難

　

で
す
。
代
理
人
が
手
続
き
す
る
こ
と

　

は
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

代
理
人
に
よ
る
手
続
き
も
可
能
で

　

す
。
こ
の
場
合
、
ご
本
人
か
ら
の
委

　

任
状
が
必
要
で
す
。

《
窓
口
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
》

◦
ご
本
人
か
ら
の
委
任
状

◦
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

　

許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
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　介護保険では、要支援・要介護認定を受けた人が在宅での生活環境を整えるために、介護保険サ

ービスの対象となる住宅改修を行った場合、支払った金額の９割（上限額18万円）、一定以上の所

得がある人については８割（上限額16万円）または、7 割（上限額14万円）を住宅改修費として

町からお支払いします。

（注）ご本人が入院している場合や、施設に入所している場合は対象になりません。

◇住宅改修にかかった費用は、いったん全額自己負担になります。

◇工事終了後、領収書などを添付して事後申請を行い、工事の内容が給付対象であれば、申請上限

　額（20万円）内で改修費の９割、８割または７割相当額を町からお支払いします。

◇住宅改修費の上限を超える部分や介護保険の対象にならない部分は、全額自己負担となります。

◇改修工事が終了した後、改修箇所を確認させていただきます。

支給対象となる住宅改修

費用と限度額

事前申請が必要です

住宅改修費の支払方法

①手すりの取付け

②段差の解消

③滑り防止、移動の円滑化などのための床材の変更

④引き戸などへの扉の取替えや撤去

⑤和式から洋式便器などへの便器の取替え

⑥そのほか、これらの住宅改修に伴って必要となる

　住宅改修（通路などの傾斜の解消など）

◇同一住宅につき、一人あたり20万円（改修費）が申請限度額です。

　＊原則として１回限り

　＊限度額20万円以内であれば、数回に分けて使うことも可能です。

◇介護保険の対象とならない工事もありますので、まずケアマネジャー（介護支援専門員）または

　健康福祉課に相談しましょう。

◇ケアマネジャー（介護支援専門員）をとおして、住宅改修が必要な理由書や見積書、施行前の状

　態が確認できる写真、平面図などを添えて、事前に健康福祉課へ申請してください。

◇町から事前に介護保険の対象となる許可が出てから、改修工事を始めてください。

　（許可前に改修工事を始めていると、介護保険の対象にはなりません。ご注意ください！）

◇町から許可が出た後、改修場所など変更がある場合は工事前に変更申請が必要です。

①手すり

④引き戸

②段差の解消　など
③床材の変更（滑り防止、移動を無理
　なく行うなどのため）

●詳細はケアマネジャー（介護支援専門員）、または健康福祉課（☎25−0250）にお問い合わせ
　ください。

介護保険サービスの利用について介護保険サービスの利用について
～居宅介護（予防）住宅改修費の支給について～～居宅介護（予防）住宅改修費の支給について～

介護保険サービスの利用について介護保険サービスの利用について
～居宅介護（予防）住宅改修費の支給について～～居宅介護（予防）住宅改修費の支給について～



　10月21日の午後からＰＴＡ研修会とＰＴＣを兼ね、

ふれあい参観日を行いました。

　第１部は、青少年育成安芸太田町民会議のご協力を

いただき、音楽会を開催しました。ヴァイオリンやシ

ターなどの楽器にピアノも交え、３人が楽器を持ち替

えながら、さまざまな音色を響かせてくださいました。

子どもたちにも馴染みのある曲を演奏してくださり、

最後まで楽しく聴き入ることができました。

ふれあい参観日♪筒賀小より

加計中より

　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、筒賀小と加計中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより

広島県中学校特別活動研究大会

龍姫湖まつり

2430

かわいがられ　地域貢献できる人材の育成

　10月29日、広島県中学校特別活動研究大会を行いました。町内外、県外からもお越しいただき、本校生

徒数の２倍を超える先生方にお集まりいただくことができました。

　この大会では、１年生と２年生の授業を公開し、特別活動の授業を参観していただきました。１年生は

「ＩＣＴ機器のよりよい使い方を実践してもらうには」、２年生は「留学生との交流会が思い出に残るよう

にするには」という内容で生徒が議題を立て、話合いを行いクラスとしての意見をまとめました。

　多くの先生方に囲まれ、いつもより緊張していましたが、課題を自分ごととしてとらえ、自分の意見を

伝えつつ、仲間と意見を合意形成していく姿は、参観された先生方から「よかった」という評価を多くい

ただきました。

　さまざまな行事があった10月でしたが、生徒たちは力を合わせ、全力で取り組む姿を見せてくれました。

この経験から、また一段と成長したように感じています。

　10月19日、龍姫湖まつりに参加させていただきま

した。森
もり

川
かわ

心
ここ

美
み

さんを中心に集まったグループでダ

ンスを披露しました。

　応援いただきありがとうございました。

広報安芸太田　令和７（2025）年　12月号

　第２部は、ＰＴＣ「校内オリエンテーリング」を行いました。校内の各教室に問題を置き、子どもたち

と保護者が一緒になって話をしたり問題を解いたりしながら班ごとに回りました。最後には、成績が発表

され、表彰も行われました。

　第３部は、迎えにきてくださった保護者に児童を確実に引き渡すことができるよう、緊急時を想定して

引き渡し訓練を行いました。

　盛りだくさんの１日でしたが、ＰＴＡ研修部会の皆さんが中心となって企画・運営をしてくださいまし

た。感謝を申し上げます。

１年生　話合いの様子　 ２年生　話合いの様子　 ２年生　生徒司会の様子
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10
月
４
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
、
大
阪
府
能
勢
ラ
イ
フ
ル
射

撃
場
で
開
催
さ
れ
た
第
79
回
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ラ
イ
フ
ル
射

撃
競
技
に
お
い
て
、
射
撃
部
３

年
生
の
小こ

山や
ま

玲れ

依い

さ
ん
が
、
ビ

ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
60
発

競
技
で
見
事
４
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

射
撃
部
と
し
て
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
の
入
賞
は
６
年
ぶ
り

と
な
り
、
初
出
場
で
の
入
賞
と

い
う
快
挙
で
す
。

かわいがられ　地域貢献できる人材の育成

◆◆GO!GO!加計高通信　第136号◆◆

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
学
・
黒
板
ア
ー
ト
甲
子
園
２
０
２
５
大
会

四
国
・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
エ
リ
ア
賞

　

加
計
高
校
美
術
部
が
、
こ
の
た
び
「
日
学
・
黒
板
ア
ー

ト
甲
子
園
２
０
２
５
大
会
」
に
お
い
て
、
見
事
「
四
国
・

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
エ
リ
ア
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
毎
年
美
術
部
員
が
新
入
生
へ
の
歓
迎
の

気
持
ち
を
込
め
て
制
作
し
て
い
る
黒
板
ア
ー
ト
で
す
。

　

今
年
度
は
12
人
の
部
員
が
参
加
し
、
新
入
生
に
入
学
式

の
日
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
春
休
み
や
土
曜
日
も
使
っ

て
１
年
生
の
教
室
で
制
作
に
励
み
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
や
図
案
を
決
め
る
段
階
か
ら
何
度
も
話
し
合
い

を
重
ね
て
完
成
さ
せ
た
、
心
の
こ
も
っ
た
作
品
で
す
。

　

生
徒
た
ち
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
新
入
生
へ
の
歓

迎
の
気
持
ち
を
届
け
る
と
と
も
に
、
輝
か
し
い
賞
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

広報安芸太田　令和７（2025）年　12月号

タイトル「この春、君を待ってた。～春の教室と安芸太田町の風景～」

美
術
部

射
撃
部

　

ま
た
、
熾
烈
な
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
を
勝

ち
抜
い
た
３
年
生
の
岡お
か

﨑ざ
き

果か

月づ
き

さ
ん
も
、
少
年

男
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
競

技
に
出
場
。
60
発
競
技

で
24
位
、
30
発
競
技
で

22
位
と
、
最
後
ま
で
集

中
し
た
射
撃
で
健
闘
し

ま
し
た
。

　

両
選
手
の
素
晴
ら
し

い
活
躍
を
称
え
ま
す
。

今
後
の
加
計
高
校
射
撃

部
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に

期
待
で
す
。



　

国際交流だより国際交流だより ピーターのページ

国際交流事業　ハロウィンパーティー開催 !国際交流事業　ハロウィンパーティー開催 !

2432

　少し前までは気温が暑くて話題になっていましたが、

気づいたらもうすぐクリスマスですね！

　日本ではクリスマスは祝日ではないと聞きましたが、イギリスで

はとても大きな祝日です！

　イギリスでは伝統的なものがたくさん楽しめます。クリスマスツ

リーを買いに行ったり、たくさんの飾りやキラキラしたモール、ラ

イトで飾り付けをしたりします！

　クリスマスイブにツリーの下にプレセントを置いて、クリスマス

の朝に開けるように準備します。私は家族にプレセントを送るのが

大好きで、プレゼントを開ける瞬間の顔の表情を見るととてもうれ

しくなります！

　クリスマスの時期には年に一度しか集まることができない家族が

多いため、とても特別な時間で、クリスマスランチを食べるために

みんなで集まります。クリスマスランチはガチョウのローストと定

番のサイドディッシュのローストポテト、グレイビーソース、スタ

ッフィング（ガチョウに詰めるパンや野菜の炒め物）とベーコンを

巻いたソーセージ！

　最近、クリスマスは商業化されていて、伝統が忘れられていると

思う人が多いです。世界中の人々は、2000年もの間、主に宗教的な

伝統や慣習でお祝いしてきました。キリスト教徒はナザレのイエス

（その教えが彼らの宗教基礎となっている精神的指導者）の誕生を

記念する日としてクリスマスをお祝いします。最近は、キリスト教

だけでなく、宗教全般を信仰する人の数は減少しており、それに伴

い、この時期にキリスト教の教えに従う人の数も減少しています。

　それでも、私はクリスマスに人が集まって、伝統的な食事を家族

とするのは大事だと思いますし、この特別な時期を毎年楽しみにし

ています。

広報安芸太田　令和７（2025）年　12月号

国際交流事業　ハロウィンパーティー開催 !国際交流事業　ハロウィンパーティー開催 !

イギリスのクリスマスについてイギリスのクリスマスについて

　　1010月月3131日、異なる文化の行事を通じて日、異なる文化の行事を通じて

国際感覚を身につけることを目的に、国国際感覚を身につけることを目的に、国

際交流事業「ハロウィンパーティー」を際交流事業「ハロウィンパーティー」を

川・森・文化・交流センターで開催しま川・森・文化・交流センターで開催しま

した。した。

　お化けや人気キャラクターに仮装した　お化けや人気キャラクターに仮装した

子ども達が集まり、ミニゲームや仮装コ子ども達が集まり、ミニゲームや仮装コ

ンテストなど各種催し物を満喫されましンテストなど各種催し物を満喫されまし

た。た。



　

 

読んでミンサイ新刊案内読んでミンサイ新刊案内

『ニャンだかラクになる休み方』

『図解でわかる時事重要テーマ100』

『「お金」の神さまと「時間」の神さま』

『やり残したことは、死んでからやればいい』

『ことばを話す力と理解がぐーんと伸びる

魔法の絵本メソッド』

『日本異世界百景』

『アニメ心理学超入門』

『薬膳せいろ蒸し』

『ハレーション』（小説）

『エピクロスの処方箋』（小説）

『命の横どり』（小説）

『いまだ悪戦苦闘中』（小説）

『罪と罪』（小説）

児　

童　

書

『それ犯罪かもしれない図鑑』

『アントニ・ガウディ』

『海底のサバイバル』1　　

『はたらく自動車』

『シマエナガのちるとぴるる』（読み物）

『てっぺんの葉っぱ』（読み物）

『小泉八雲と怪奇バスターズ』（読み物）

『やまんばの12にんのむすめ』（絵本）

『つぎは、ごめんね駅』（絵本）

『クリスマスセブン』（絵本）

一　

般　

書
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図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

☆おひざにだっこのよみきかせ会

☆えほんのもり　おはなし会

本館 12月12日（金）11時〜11時30分

本館 12月20日（土）10時30分〜

移動図書館やまびこ号運行日
１２月９日（火）・１０日（水）

１１日（木）・１２日（金）

広報安芸太田　令和７（2025）年　12月号

　図書館本館でＷi−Fiのご利用ができるようにな
りました。館内にＱＲコードを掲示していますの
で、利用規約をご確認の上、ご利用ください。

川・森・文化・交流センター
公衆無線LANサービスについて

　川・森・文化・交流センター１階第

2会議室で、『35年目のラブレター』

をテーマに読書会を行いました。

　60代になってから夜間中学で

文字を学び、奥様にラブレターを贈った西畑保さんの人

生を物語風に描いたノンフィクション作品です。大野館

長の寄稿文、「読書会に寄せて」を紹介し、そのあと各

自の感想や意見を交換しました。

　また、作品にちなんで、自分の人生を振り返るワーク

を行いました。人生に影響を与えてくれた本との出会い

や、今の活動につながるきっかけなど、書くことで自分

を知る気づきがあり、話が盛り上がりました。

秋の活動報告秋の活動報告秋の活動報告秋の活動報告
●秋の読書会 11月6日

●本のリサイクル市 10月26日〜11月11日

　川・森・文化・交流センター１F ロビーにて、本のリ

サイクル市を開催し、953冊のご利用がありました。

●雑誌のリサイクル市とフリーマーケット
◦10月4日・5日（文化・芸能フェスティバル会場）

◦11月9日（つつがふるさとまつり）

　たくさんの人にご来場いただき、ありがとうございま

した。

本　　館 １２月２８日（日）〜１月５日（月）

本　　館 １月１５日（木）〜１月２２日（木）

戸河内分室 １２月２７日（土）〜１月４日（日）

筒賀分室 １月１７日（土）〜１月２２日（木）

筒賀分室 １２月２８日（日）〜１月４日（日）

戸河内分室 １月１８日（日）〜１月２２日（木）

●年末年始休館日のおしらせ●年末年始休館日のおしらせ

※この期間中、本の返却はブックポストをご利用ください。

●蔵書点検とシステム更新に伴う●蔵書点検とシステム更新に伴う
　臨時休館日のおしらせ　臨時休館日のおしらせ
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し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120ｰ32ｰ9026
　へお願いします。
※日程どおりに収集できない場合があります。
※積雪時はマンホール周辺の除雪をお願いします。

12
月

16日㈫ 修道
17日㈬ 津浪一円・筒賀東区
19日㈮ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

22日㈪ 天神町・巴町・道の口・本町・東旭町・
西旭町・古市・新町・神田町・空条

23日㈫ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
24日㈬ 程原・津都見・船場・来見

令
和
８
年
１
月

５日㈪ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹・
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

６日㈫ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
７日㈬ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
９日㈮ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
13日㈫ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
14日㈬ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷

　来月の発送は１月９日㈮
を予定しています。
　変更の場合は、無線放送
でお知らせします。

◦国民健康保険税……………第７期
◦後期高齢者医療保険料……第６期
◦介護保険料…………………第９期

（納期限／１月５日）
※納付期限を必ず守りましょう。

今月の納税など

来月の発送日
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広報安芸太田　令和７（2025）年　12月号

検査は事前予約が必要です。問い合わせ先にご連
絡ください。

◇検査日時／12月16日㈫
　 　令和8年1月6日㈫・20日㈫
　　　　　　　13時～15時
◇検査場所／広島県庁 農林庁舎1階相談室
　　　　　　 （広島県西部保健所　広島支所内）

●問い合わせ先／広島県西部保健所広島支所
　保健課 保健対策係　☎082−513−5521

広島県が行うHIV抗原抗体・梅毒検査・
肝炎ウイルス無料検査日程のお知らせ

粗大ごみ収集日

12
月
８
日
㈪

粗大ごみ②区域
下本郷・上本郷・下田吹・上田吹
吉和郷・遊谷・戸河内土居・打梨
那須・横川・柴木・川手・梶ノ木
板ケ谷・松原・小板
※打梨・那須・横川は電話	

12
月
22
日
㈪

粗大ごみ③区域
平見谷・猪山・温井・至誠・尚志
丁川・神田町・新町・古市・空条
本町・東旭町・西旭町・天神町
巴町・道の口・滝本・加計土居
上山・見入ヶ崎・上原・鮎ヶ平・
殿賀・浄善

筒
賀
支
所

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 

【受付時間】午前９時～午後５時　土曜・日曜・年末年始12/29～1/3を除きます。
◎携帯電話からも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレーショ
　ン事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった場合
　でもお気軽にお電話ください。

審査  25−67

広告

0120−116116

※粗大ごみ集積場所に出してください。（一般
　のごみ集積場所と異なる場合があります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載され
　ている収集区域です。収集区域によって収集
　日が異なりますので、お間違えのないようお
　願いします。
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ぶ
ら
も
り

ぶ
ら
も
り

第
４
弾

第
４
弾

●
も
り
み
ん
が
ラ
ジ
オ
出
演
!?

　

今
回
の
ぶ
ら
も
り
は
、
な
ん
と
ラ
ジ

オ
に
出
演
し
た
お
話
‼

　

12
月
10
日
、
18
時
か
ら
30
分
間
、
広

島
Ｆ
Ｍ
に
て
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
り

み
ん
の
一
面
が
、
電
波
に
乗
っ
て
広
が

っ
て
い
く
～
♪

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
も
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て
い
く
～
♪

ぶ
ら
も
り

ぶ
ら
も
り

第
４
弾

第
４
弾

満1歳の誕生日満1歳の誕生日
おめでとうございます。おめでとうございます。

 沖
おき

　玲
れい

奈
な

ちゃん

【本郷】

にっこり笑顔が可愛いれいちゃん❤

みんなに愛されて、たくさん笑って元気に大きくなってね！

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥
※掲載にあたっては

　保護者のご了解を

　得ています。

指
揮
者
本　
　

部　

佐さ
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木き

隆た
か

詞の
り

本　
　

部　

濱は
ま

本も
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う

輝き

一
番
員
第
６
分
団　

大お
お

江え

比ひ

呂ろ

斗と

二
番
員
第
９
分
団　

門か
ど

田た　

広こ
う

樹き

三
番
員
第
10
分
団　

大お
お

谷た
に　

和か
ず

輝き

四
番
員
本　
　

部　

佐さ

藤と
う　

貴た
か

大ひ
ろ

第
９
分
団　

横よ
こ

畠は
た　

真し
ん

二じ

消
防
団
の
活
動
紹
介

消
防
団
の
活
動
紹
介

消
防
団
の
活
動
紹
介

消
防
団
の
活
動
紹
介

防
災
教
室

広
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

　

10
月
21
日
、
修
道
保
育
所
に

て
防
災
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

園
児
達
と
一
緒
に
紙
芝
居
形

式
で
身
近
に
潜
む
危
険
に
つ
い

て
考
え
、
ま
た
、
災
害
時
の
避

難
の
練
習
も
行
い
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
ド
ロ
ー
ン
飛

行
の
展
示
で
は
、
園
児
達
は
一

生
懸
命
ド
ロ
ー
ン
を
目
で
追
い

か
け
、
大
き
な
声
で
盛
り
上
が

る
な
ど
、
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。

　

11
月
15
日
、
広
島
県
消
防
学
校
で

「
令
和
７
年
度
広
島
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
県
内
10
市
町
か
ら

11
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
安
芸
太
田
町

消
防
団
が
第
４
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　

選
手
た
ち
は
４
月
か
ら
訓
練
を
重

ね
、
そ
の
成
果
を
発
揮
し
て
見
事
に

今
回
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
、
長
い
期
間
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
家
族
、
団
員
、
そ
の
ほ
か
関
係
者

の
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。


